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竹原市予算特別委員会

令和６年３月１日開議

審査項目

１ 議案第１号 令和６年度竹原市一般会計予算

２ 議案第３号 令和６年度竹原市貸付資金特別会計予算

３ 議案第５号 令和６年度竹原市公共用地先行取得事業特別会計予算

【総務企画部・農業委員会】
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（令和６年３月１日）

出席委員

委員外議員出席者

職務のため会議に出席した者は、下記のとおりである

議会事務局長 笹 原 章 弘

議会事務局係長 道 面 篤 信

氏 名 出 欠

今 田 佳 男 出 席

蕎 麦 田 俊 夫 出 席

松 本 進 出 席

宇 野 武 則 出 席

吉 田 基 出 席

道 法 知 江 出 席

川 本 円 出 席

堀 越 賢 二 出 席

高 重 洋 介 出 席

山 元 経 穂 出 席

下 垣 内 和 春 出 席

村 上 ま ゆ 子 出 席

平 井 明 道 出 席

氏 名

大 川 弘 雄
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説明のため会議に出席した者は、下記のとおりである

職 名 氏 名

総 務 企 画 部 長 平 田 康 宏

観光まちづくり担当部長 國 川 昭 治

農業委員会事務局長 國 川 昭 治

総 務 課 長 品 部 義 朗

資 産 活 用 担 当 課 長 井 上 顕 良

企 画 政 策 課 長 大 川 真 功

Ｄ Ｘ 推 進 担 当 課 長 吉 本 綱 一

財 政 課 長 向 井 直 毅

危 機 管 理 課 長 岡 元 紀 行
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午前９時５７分 開議

委員長（今田佳男君） ただいまの出席委員は１３名であります。定足数に達しています

ので、これより第２回予算特別委員会を開会いたします。

委員会が円滑に行えますよう、委員の皆さんの御協力をお願いいたします。

２月２０日開催の予算特別委員会にて御決定いただきました資料要求につきましては、

執行部からの提出があり、２月２９日に配付、タブレットへ載せていますので、御了承願

います。

審査の方法については、第１回の委員会で確認したように、ページを追って各部ごとに

進めていきたいと思います。一般会計以外に特別会計がある場合は、一般会計、特別会計

の順に審査を行います。

次に、一般会計の歳入についての審査方法ですが、その所管部の審査において審査する

ものとします。一般会計の歳出のうち、全款にわたる人事管理に要する経費については、

総務企画部一括とし本日の審査対象といたしますが、その他の経費についてはその部の審

査において質疑をお願いしたいと思います。

本委員会は、各会計の令和６年度当初予算を審査するものであります。したがって、質

疑については、令和６年度予算の計上目的等はどうか、住民サービスのための効果がある

のかどうか、将来の事業運営の継続に反映させる事項はないかといった視点でもって要点

をまとめた上、より質疑、答弁を分かりやすく行うため、一問一答方式により質疑いただ

くようお願いいたします。

また、説明員の方に申し上げます。本日から３月６日まで個別審査を行う予定としてい

ますが、委員からの質疑、特に事業の成果目標に対して答弁調整にならないよう、資料

等、前もって十分準備いただき、答弁は質疑に対して的確にされるようお願いいたしま

す。なお、発言の際は職名をはっきり述べ、挙手をして発言を求め、マイクを利用して行

うようにお願いします。また、質疑、答弁は着席したまま行ってください。

本日は総務企画部の所管の審査となります。

それでは、総務企画部所管の審査を行います。

総務企画部長より担当部所管事業について説明を求めます。

総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） 改めまして、皆さんおはようございます。

委員の皆様におかれましては、お忙しい中、予算特別委員会を開催していただき誠にあ
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りがとうございます。本日から個別審査でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

まずは、総務企画部でございます。ここからは着席して説明させていただきます。

それでは、資料の令和６年度当初予算案の概要から主なものを説明いたします。

４ページをお開きください。

（１）の本市の現状から始まりまして（２）の当初予算の考え方にありますとおり、令

和６年度は第６次竹原市総合計画の後期基本計画のスタートの年度に当たります。総合計

画と一体的に進める竹原市デジタル田園都市国家構想総合戦略において設定する４つの基

本目標の達成に向けた施策に予算を重点的に配分したものでございます。

令和６年度当初予算案の総額につきましては、次の５ページの（３）会計別予算総括表

に記載していますとおり、一般会計の総額で１６６億１，８４４万２，０００円、特別会

計と下水道事業会計を含めますと、全体で２４５億３，７６７万４，０００円の予算案と

いたしています。当初予算の考え方を踏まえ、６ページ以降におきまして、総合計画の施

策体系別に新規事業、拡充事業、主な事業を記載しているものでございます。

続きまして、総務企画部に関係する新規事業につきまして御説明いたします。

なお、私の説明の後に、竹原観光まちづくり機構に関連する予算の事業などにつきまし

て観光まちづくり担当部長が御説明いたします。

それでは、１６ページをお開きください。

上側の公共施設ＬＥＤ化事業でございます。

こちらは、地球温暖化対策、省エネ対策を推進するとともに、公共施設の照明環境を確

保し、継続的な利用を図るため、公共施設照明のＬＥＤ化を実施するものでございます。

少し飛びますが、次に３０ページをお開きください。

上側の出会いの機会創出事業でございます。

こちらは、結婚を希望する人が、その希望をかなえられる環境づくりを推進するため、

マッチングアプリを活用し、若者の出会いの機会の創出を図るものでございます。

同じページの下側の若者交流促進補助事業でございます。

こちらは、結婚を希望する人が、その希望をかなえられる環境づくりを推進するため、

地域において若者が交流を図る事業に補助金を交付し、若者の出会いの機会の創出を図る

ものでございます。

また、少し飛びますが、次に５３ページをお開きください。
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上側の広島県総合行政通信網再編整備事業でございます。

こちらは、非常時における県庁、市町等を結ぶ通信手段を安定的に確保するため、広島

県総合行政通信網の更新を行うものでございます。

同じページの下側の竹原消防署整備事業でございます。

こちらは、感染症流行時においても適切に消防業務が継続できるようにするため、竹原

消防署の仮眠室の個室化の改修を実施するものでございます。

次に、５４ページをお開きください。

下側の避難所開設運営協力交付金事業でございます。

こちらは、災害時に円滑かつ迅速に防災体制を整えるため、避難所の開設、運営に協力

された住民自治組織等に交付金を交付するものでございます。

次に、５８ページと５９ページを御覧ください。

こちらでは、総務企画部と市民福祉部が取り組みますＤＸへの対応に関する６つの事業

を記載いたしています。

５８ページでは戸籍システム等の更新標準化事業、財務処理における電子決裁導入事

業、次期ＬＧＷＡＮ機器調達事業、５９ページではｅＬＴＡＸ地方税電子申告拡充対応事

業、テレワーク運用事業、労務管理システム事業、これらの事業におきましてシステムの

導入、機器の更新や改修などを行うことによりデジタル化の推進を図るものでございま

す。

私からの説明の最後といたしまして、歳入のうち市税と地方交付税につきまして御説明

いたします。

６６ページをお開きください。

まず、市税でございます。

令和６年度につきましては、市税全体で合計４７億８，７８４万円といたしています。

前年度から３億５４９万９，０００円、６．０％減少いたしました。

主な減の要因でございますが、個人市民税につきましては、１人当たりの所得額が増加

することを見込むものの、納税義務者数の減等により、前年度から１，４３５万７，００

０円、１．４％減少したものでございます。

法人市民税につきましては、企業の業績見込みや法人数の減等により、前年度から１，

９５６万９，０００円、１１．９％減少したものでございます。

固定資産税でございますが、土地につきましては、宅地及び宅地比準土地の価格の修正
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等により、前年度から７０２万円、１．２％減少したものでございます。

家屋につきましては、評価替えによる既存家屋の再建築費算定及び経年減点補正による

影響等により、前年度から１，０８５万６，０００円、１．３％減少したものでございま

す。

償却資産につきましては、大規模償却資産等の調定額の減等により、前年度から２億

５，６８１万８，０００円、１１．７％減少したものでございます。

次に、６７ページの上側を御覧ください。

地方交付税でございます。

令和６年度につきましては合計２５億４，０３３万円といたしています。前年度から３

億２３９万２，０００円、１３．５％増加いたしました。

主な増の要因でございますが、普通交付税につきまして、税収の減等による基準財政収

入額の減少及び公債費等の増等による基準財政需要額の増加を見込み、地方財政対策等を

基に算定した結果、前年度から２億４，３５０万５，０００円、１３．５％増加したもの

でございます。

私からの説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） それでは引き続きまして、私のほうからは、竹

原観光まちづくり機構に関連する予算と、このたび備後圏域に加入いたしますので、この

予算について説明をさせていただきます。

２５ページをお開きください。

まず、上段でございますが、地域おこし協力隊受入支援事業でございます。

こちらにつきましては、新たな担い手となり得る移住者の確保を図るため、地域課題を

分析し、地域にマッチした地域おこし協力隊の受入れを行うメニューを開発するものでご

ざいます。

下段でございますが、コワーキングスペース運営事業でございます。

コワーキングスペースの利用者間の交流による新たなビジネスの創出、企業活動の活性

化及び観光情報発信、移住情報発信の拠点として、交流人口、関係人口創出へつなげるた

め、コワーキングスペースを運営するものでございます。

２６ページをお開きください。

上段でございますが、観光まちづくり機構支援事業でございます。
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地域の稼ぐ力を引き出すとともに、地域への誇りと愛着を醸成する観光地経営の視点に

立った観光地づくりのかじ取り役となる観光地域づくり法人機能を活性化させるため、そ

の母体となる一般社団法人竹原観光まちづくり機構を支援し、持続可能な観光まちづくり

の実現に向けて取り組むものでございます。

下段でございます。

観光プロモーション事業でございます。

観光消費額の増加を通じた町のにぎわいづくりを推進するとともに、認知度の向上に取

り組むため、海外エージェント向けのファムツアーやインバウンド向けの情報発信等、継

続した観光プロモーションを実施するものでございます。

２７ページでございます。

ブランディング推進事業でございます。

個別の観光資源を結びつけ、観光の目的地としての竹原という新たな認知、来訪動機を

造成するため、中長期の戦略・計画を策定し、また機構を中核に各観光関連組織、事業者

と連携することにより、観光客数及び観光消費額の向上を図るものでございます。

下段でございます。

受入環境整備促進事業でございます。

交流人口、関係人口への働きかけを中心に移住促進に取り組むため、移住定住サポート

センター等を運営するとともに、民間コーディネーターを選任する。また、観光まちづく

りに関連する新規事業者の参入及び既存事業者の活性化を促すため、市有歴史的建築物の

民間活用等を推進するものでございます。

２８ページをお開きください。

移住定住プロモーション事業でございます。

移住・定住人口の増加による地域振興を図るため、移住先の暮らしをより具体化、可視

化してもらうためのプロモーション動画を制作、発信するとともに、たけはら暮らしを体

験できるプログラムを実施するものでございます。

次に、４０ページをお開きください。

起業・創業相談等支援事業でございます。すみません、こちらは上段です。

市内産業及び消費者行政のさらなる活性化につなげるため、備後圏域連携中枢都市圏に

おける事業に参画し、企業支援等の受皿を補強するものでございます。

以上、総務企画部の新規拡充、また観光まちづくり機構に関する予算でございます。よ
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ろしくお願いいたします。

委員長（今田佳男君） 説明が終わりましたので、質疑を行ってまいります。

では、一般会計の歳入。

本日の審査対象は歳入予算審査順序表のとおりです。ページを追って行っていきます。

初めに、予算書１９ページをお開きください。

よろしいですか。１９ページです。よろしいですか。予算書１９ページ。

では、この中で、下のほう３分の１くらい行かれます、自動車重量譲与税、地方揮発油

譲与税、特別とん譲与税、この３点について質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次参ります。

２１ページをお開きください。

少し多いですが、上から利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人

事業税交付金、地方消費税交付金、社会保障財源交付金、ゴルフ場利用税交付金、環境性

能割交付金、地方特例交付金、２１ページ、質疑のある方はお願いいたします。

松本委員。

委員（松本 進君） ２１ページで、２か所、消費税交付金と社会保障財源交付金があり

ます。それで、予算資料が出ていますのを見ますと、竹原市の全体の収支、出と入りを見

ると、これは予算資料の３ページにあるのですけれども、要するに消費税の竹原市全体の

分で見ると、消費税の出といいますか、１０％の影響額が、入ってくる交付金よりも１７

２万１，０００円出が多いという資料になります。

ですから、ここはいろいろ考え方があるのでしょうけども、竹原市のところを見ると、

消費税の１０％の出のほうが１７７万円、入りよりは多いということについては、一定の

国への要望といいますか、財源の確保の要望が要るのではないかということについてちょ

っとお尋ねしたい。

委員長（今田佳男君） 財政課長。

財政課長（向井直毅君） 地方消費税交付金についての御質疑でございます。

委員おっしゃいますとおり、１０％の消費税相当額といいますのは、確かに市の歳出予

算においても、それはルール上、計上し支出することとなります。しかしながら、これ

は、歳入のほうを見ていただければお分かりになりますように、社会保障財源としてしっ
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かり活用するというような方針の下にこれは消費税というものも活用がされていますの

で、これも歳入予算の中でもしっかり、我々としても、社会保障財源に活用するというこ

とで有効活用しているというふうに認識をいたしていますので、御理解をいただければと

思います。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

松本委員。

委員（松本 進君） 今の答弁はそのとおりなのですけれども、私が言ったのは、竹原市

全体の一般会計、特別会計で消費税の影響額がここにありますよと。それから、今言われ

たような、２つの国からの交付金があって、その出と入りを見ると、竹原市の１０％の負

担の、出すほうが１７２万１，０００円多いですよと。これについては何らかの、本来、

財源としても、いろいろ出のほうが多いわけですから、そこらは何か国への要望が要るの

ではないかなということについてどうお考えなのかということをお聞きしたわけです。

委員長（今田佳男君） 財政課長。

財政課長（向井直毅君） 出と入りだけということを考えれば、確かに少し歳出のほうの

影響というのはあろうかと思いますけれども、しかしながら、消費税の考え方というもの

は、先ほど申し上げたような形での考え方の下に、全国的にそれはルールとして行われて

いるものでございますので、それに従った形で我々も運営していかなければいけないとい

うふうに考えていますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかよろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

２３ページをお開きください。

一番上の普通交付税、特別交付税、交通安全対策特別交付金、それから下から２段目、

消費生活相談室共同設置負担金について質疑のある方お願いいたします。

川本委員。

委員（川本 円君） ２３ページの上の地方交付税のところの普通交付税についてお聞き

します。

この普通交付税につきましては、当然、基準財政需要額から基準財政収入額を引いたも

ので表されるというふうにお聞きしています。今回もらった昨年度対比の表を見ますと、
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かなり昨年度と比べたら増えているということになりますけども、要は、収入額のほうで

すね。需要額のほうは国が定める基準でもう自動的に出る数字ですが、収入額につきまし

ては、当然市税に関わってくるところですよね。大きなところでいいますと市民税である

とか固定資産税で。これがデータから見るとかなり減少傾向にあってくると。当然、そう

ですね。住民の方が減ってくれば、企業が減ってくれば、それは減ってくるわけでござい

ます。

それから考えると、今後、これからですね。今たちまち、６年度云々かんぬんでなく

て、今後の推移として、当然、市税というのは下がってくると同時に、逆に地方交付税の

中の普通交付税はどんどんどんどんこれから増えてくるというふうな解釈でよろしいでし

ょうか。

委員長（今田佳男君） 財政課長。

財政課長（向井直毅君） 地方交付税につきましては、委員おっしゃりますとおり、基準

財政需要額と基準財政収入額の差額をいただけるというような仕組みになっています。そ

ういった意味で、原則的には、市税が減少すれば地方交付税がそれに反比例して増えると

いうような傾向には今後なっていくだろうというふうには考えます。しかしながら、基準

財政需要額を算定するに当たりまして、算定の単位費用が主に人口をベースに算定されて

いることが項目として多いという事情がございますので、市税が減ったものがそのまま反

比例して交付税が伸びるということではなく、地方交付税と市税の総額ということを考え

ますと、年々これは減少傾向に今後なっていくのではないかなというふうには想定をされ

るところでございます。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 川本委員。

委員（川本 円君） 大体理解できました。

ですから、言われるのは、需要額の算定においても、人口割というのですか、そこら辺

も絡んでくるから、だから引くほうも引かれるほうも若干下がってくるであろうというこ

とですね。

分かりました。

それに対して、ではその下がっていく人口なり、企業さんに対してどういうふうなアク

セスをこれからしていくというような仕掛けも必要になってくるわけですよね、市税を確

保するためには。そのあたり、もしあれば、ざっくりで結構でございます。あれば教えて
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やってください。

委員長（今田佳男君） 財政課長。

財政課長（向井直毅君） まさにこれが、今回新たに来年度から始まる後期基本計画また

は竹原市デジタル田園都市国家構想計画に関わる課題でございまして、そういった課題を

克服するために、様々な事業を行いながら、できるだけ歳入を増やし、歳出を削減しなが

ら、継続的に持続可能な運営が可能となるように、これから後期基本計画に基づき事業を

進めていくということが大事であるのでなかろうかというふうに考えていますので、令和

６年度の当初予算におきましても、そういったものに、先ほど申し上げましたが、重点配

分させていただいています。そういった事業を着実に実行することによりまして、可能な

限り、持続可能な財政運営、または竹原市のこのまちづくりを目指していきたいというふ

うに考えていますので、よろしくお願いします。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

２５ページをお開きください。

２５ページは、一番下の市営駐車場使用料になります。

質疑のある方お願いいたします。

堀越委員。

委員（堀越賢二君） これは委員長に確認ですけれども、この市営駐車場使用料について

は、歳出というか、ほかの部分と、多岐にわたっているので、その都度こちらのほうとい

うことでよろしいのでしょうか。

委員長（今田佳男君） 歳出があって、それに市営駐車場料が絡んだら、そこで駐車場の

歳入についても聞いてもいいかということですよね。

委員（堀越賢二君） はい。

委員長（今田佳男君） 部が、一応ここは総務部担当のという範囲なので、ほかのところ

が出たらそれでということで。

委員（堀越賢二君） よく分かりました。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

委員（堀越賢二君） はい。
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委員長（今田佳男君） ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次参ります。

２７ページをお開きください。

罹災証明手数料と、その下、５番の災害時応急対応業者登録証明書発行手数料、この２

件になります。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

２９ページをお開きください。

鳥獣飼養許可手数料、これ１件であります。質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では次、３１ページをお開きください。

社会保障・税番号制度対応システム整備補助金から６番の物価高騰対応重点支援地方創

生臨時交付金、この６つになります。この６件で、質疑のある方お願いいたします。

川本委員。

委員（川本 円君） ３１ページの中ほどの５番目の社会資本整備総合交付金についてお

伺いいたします。

これは恐らく、社会インフラであるとか、そういった感じで使われるための交付金と理

解しているつもりなのですが、令和６年度については、具体的にどういうふうなことにこ

れを使われるかというのは、もう決まっているのでしょうか。

委員長（今田佳男君） 答弁お願いします。

ＤＸ推進担当課長。

ＤＸ推進担当課長（吉本綱一君） すみません、ちょっとお待ちくださいね。

委員（川本 円君） 今すぐ出ないのならいい。

ＤＸ推進担当課長（吉本綱一君） ちょっと待って、すみません。

お待たせしました。

委員長（今田佳男君） 答弁お願いします。

ＤＸ推進担当課長（吉本綱一君） 社会資本整備総合交付金についてなのですけれども、
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こちらのほうは、まず竹原市の街なみ環境整備事業のほうで交付いただくもので、こちら

のほうで、田ノ浦の電線共同溝の工事事業のほうをこれに活用させていただくようにして

いまして、道の駅の竹原のところからそこの１８５号線のところの電線を地下に埋設する

ための、地中化するための事業で使用する予定になっています。

以上です。すみません。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

委員（川本 円君） はい。

委員長（今田佳男君） ほかございますか。

道法委員。

委員（道法知江君） 物価高騰対応の重点支援地方創生臨時交付金なのですけど、非課税

世帯数と、それと均等割と、数だけ教えていただければと思います。

委員長（今田佳男君） 財政課長。

財政課長（向井直毅君） こちらは令和６年度にかかっているものでございます。こちら

は、課税世帯、非課税世帯というのは、現在ちょうど申告を受付中でございまして、令和

６年６月１日が基準日となりまして、そこで課税世帯、非課税世帯、または均等割世帯と

いうものが判明をいたします。したがいまして、現在のところは数というものは確定はい

たしていませんので、御了承いただければと思います。

委員長（今田佳男君） 道法委員。

委員（道法知江君） ７万円の給付金だったと思うのですけども、その辺のベースの数と

いうこととほぼ一緒ぐらいという理解でよろしいでしょうか。

委員長（今田佳男君） 財政課長。

財政課長（向井直毅君） そうですね。おおむねそういったベースに、こちらはこの金額

を、約１億１，８００万円ほど予算計上させていただいていますが、こういったベースを

基に、国が交付限度額というのも定めていただいています。それをそのまま今回予算とし

て上げさせていただいているということで御理解いただければと思います。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次参ります。

３３ページをお開きください。
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上のほうにあります観光プロモーション事業費補助金、これ１件になります。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次参ります。

３５ページをお開きください。

自衛隊募集事務取扱委託金、それから少し下がりまして、県移譲事務交付金、派遣職員

負担金、この３件になります。質疑のある方はお願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

３７ページをお開きください。

中山間地域等直接支払制度負担金、その下の生活交通体系再編支援事業補助金、移住支

援事業補助金、この３件になります。質疑のある方はお願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

３９ページをお開きください。

ここは少し多いのですが、真ん中から下の海岸漂着物等地域対策推進事業補助金、それ

から下に下がりまして、２番の農業振興資金利子補給事業補助金から７番の農業次世代人

材投資事業補助金、それから１つ飛びまして鳥獣被害防止総合対策交付金になります。質

疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） 次、４１ページに行きます。

４１ページは、一番上の地方消費者行政活性化事業補助金、少し飛びまして、防災リー

ダー養成事業費補助金、避難の呼びかけ体制構築支援事業費補助金、それからずっと下の

ほうに下がりまして、学校基本調査委託金から一番下の７番の全国家計構造調査委託金に

なります。質疑のある方はお願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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委員長（今田佳男君） では、４３ページをお開きください。

上のほうが中国自然歩道管理業務委託金、それからずっと下に下がりまして、土地等貸

付収入、物品等貸付収入、電柱敷地料、情報通信基盤施設貸付収入、分庁舎貸付収入、そ

れから財政調整基金預金利子、土地開発基金預金利子、それから一番最後の減債基金預金

利子、以上になります。４３ページで質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、４５ページに参ります。

一番上の都市基盤整備基金預金利子、地域福祉基金預金利子、少し下がりまして、都市

基盤整備基金公債利子等、財政調整基金公債利子等、その下の市有地売払収入、少し下が

りまして、ふるさと応援寄附金、企業版ふるさと応援寄附金、その下の一般寄附金、その

下、財政調整基金繰入金、地域振興基金繰入金になります。４５ページで質疑のある方お

願いいたします。

下垣内委員。

委員（下垣内和春君） 企業版のふるさと応援寄附金でございますが、今年度は３，２０

０万円の計上で、新年度は１，０００万円ということで、半分以下に減っているという状

況について、この推進等が難しいのかどうか、その辺のことについてお聞かせいただきた

いと思います。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） ただいま御質問いただきました企業版ふるさと納税の件で

すが、令和５年度の予算で３，２００万円予算を組んでいましたが、このうちに大きく２

つに分かれていまして、うち２，０００万円は別のプロジェクト事業に充当していたもの

でございます。残りの１，０００万円が、通常組むべき、地方再生計画に基づいて組むべ

き予算ということになっています。令和５年度のその事業につきましては、単年度の事業

だったということで、令和６年度には予算化をしていないというようなことになります。

以上です。

委員（下垣内和春君） いいです。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

４７ページをお開きください。

前年度繰越金、少し下りまして、労働金庫貸付金元利収入、中小企業融資貸付金元利収

入、消防団員退職報償金、市有物件配分金、電気水道料、統計調査員確保対策事業委託

料、雇用保険料、９番の生活バス路線維持助成金、１０番の広島空港整備事業助成金、飛

びまして１３番の市町村アカデミー研修受講経費助成金になります。４７ページで質疑の

ある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次、４９ページに参ります。

少し多いのですが、４９ページ、上の１６番の消防団員福祉共済制度掛金返戻金から１

９番の広島県・市ヘリコプター運営費助成金、飛びまして、２２番の広島県市町村協会助

成金から２４番の大久野島観光案内施設使用料、下がりまして、３０番の派遣職員負担

金、３１番、ネーミングライツ料、３５番、全国市長会防災・減災費用保険金、３６番、

広島県市町村振興協会市町交付金、３８番、水道企業団負担金、４０番、その他収入、そ

れからその下へ下がりまして、１番の普通財産等整備事業債から４番の公共施設整備事業

債になります。４９ページで質疑のある方お願いいたします。

松本委員。

委員（松本 進君） ４９ページの庁舎整備事業債、要するにここでは１９億６，１７０

万円の企業債を発行して事業を行うということですけど、前にちょっと聞いていたのは、

これは、企業債、ちょっと金額も大きいですけれども、高率の補助というふうにちょっと

伺っているので、実質、分かりやすく言えば、１９億６，０００万円ぐらいお金を借り

て、交付税が、入りがあるというのですか、あれば実質負担というのはどれくらいになる

のかなというのをちょっと教えていただけますか。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 庁舎整備事業債ですが、この中のうちで、交付税措置

のある緊防債を活用する事業費については１５億６，１００万円となっています。このう

ちの７０％が交付税措置としてバックされてきますので、計算していないのですが、申し

訳ありません。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。
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松本委員。

委員（松本 進君） 要するに、１９億６，０００万円、計算は私もしていませんけど、

そのうちの３割ぐらいが実質竹原市の負担になるだろうというような理解でいいのか、確

認だけもう一回。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） １９億６，１７０万円のうちの１５億６，１００万円

が緊防債、４億５，５６０万円が一般単独の事業債という扱いのうちで、緊防債の部分も

１５億円の７割分になりますので、１０億円程度の計算になります。今年度分がそういう

ことになりますので、全体事業費としても３割分ぐらいという形は交付税で措置されると

いう形と考えています。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次のページに参ります。

５１ページをお開きください。

真ん中少し下、消防施設整備事業債、それから一番下の臨時財政対策債、この２点にな

ります。質疑のある方お願いいたします。

下垣内委員。

委員（下垣内和春君） 臨時財政対策債についてお伺いします。

新年度では計上３，１８３万円と、本年度は９，８００万円ということで、６，６００

万円ほど減少しています。この内容等についてお聞かせいただきたいと思います。

委員長（今田佳男君） 財政課長。

財政課長（向井直毅君） 臨時財政対策債についての御質疑でございます。

臨時財政対策債につきましては、御承知のとおり、普通交付税と同様の扱いということ

で、本来普通交付税で措置されるべきものが、国の地方交付税の財源が不足することによ

って、一時的に借入れを市町がするというような流れになっています。

したがいまして、こちらの臨時財政対策債というのは、毎年国が地方財政計画に基づき

地方交付税の総額というものを算定する中で、その不足分の借入限度額というものを同じ

くその地方財政計画の中で定められます。それに基づきまして、市町がそれぞれ予算措置

をして、その限度額に沿って臨時財政対策債を借り入れるというような流れになります。
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このたびにつきましては、その配分割合は、国税の増収もございまして、地方交付税の

総額というものが増えますもので、それに比例していわゆる臨時財政対策債の借入限度額

が減少しているということで、各市町もこの臨時財政対策債の予算措置も減少をさせてい

ます。本市も同様に、そういった地方財政計画に基づきまして、臨時財政対策債の借入限

度額を想定する中で予算措置をさせていただいたということになります。

委員長（今田佳男君） 下垣内委員。

委員（下垣内和春君） 政府のそういう交付税の対象ということなので、これは、だから

交付税措置を全部国がしてくれるということで、そういう判断でいいのですね。

委員長（今田佳男君） 財政課長。

財政課長（向井直毅君） おっしゃいますとおり、この臨時財政対策債に関わっては、償

還の時点で全額、地方交付税も基準財政需要額に算入をされます。いうことで、理論上で

ございますが、全額、後年度で交付税で戻ってくるというふうに御理解いただければと思

います。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、以上で総務企画部関連の一般会計歳入の審査を終わりま

す。

続いて、歳出の審査に移ります。

別表の歳出予算審査順序表の記載の事業について、予算書のページごとに審査をしてま

いりますので、よろしくお願いいたします。

それでは、５７ページをお開きください。

よろしいですか。５７ページ、下にあります３番、庁舎機器等管理に要する経費、これ

は５７ページから５８ページの上段にまたがります。庁舎機器等管理に要する経費につい

て質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

５９ページ、総務一般事務に要する経費について質疑のある方お願いいたします。
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よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、下にあります５番の財政一般事務に要する経費、これは次

のページ、６１ページの上段にまたがります。財政一般事務に要する経費について質疑の

ある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

６１ページ、７番の秘書一般事務に要する経費、質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では次、６３ページをお開きください。

９番の地域公共交通に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

下垣内委員。

委員（下垣内和春君） ６３ページの地域公共交通に要する経費の１８番の竹原市地域公

共交通会議負担金でございますが、この４６０万２，０００円の事業の内容についてお伺

いします。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） ただいま御質問いただきました竹原市地域公共交通会議負

担金でございます。

こちらのほうにつきましては、主な内容は、地域公共交通計画を策定するための経費が

主なものになっていまして、そのほかにつきましては、その会議の委員報酬、それから費

用弁償、それから時刻表の作成の委託料ということになっています。

こちらのほうにつきましては、これまでは、地域公共交通会議というものは、国の道路

交通網に基づく会議ということで、どちらかというとバスとかタクシー、それから有償運

送法に基づく、要は陸路を運行する公共交通事業者のための会議といいますか、そういっ

たものでありましたが、皆様御存じのように、国のほうが、公共交通事業者、特にドライ

バーが減る中で、地域の公共交通が成り立たないのではないかというようなことで、別途

法律を設けまして、新たに公共交通事業者以外の交通モードといいますか。１個例に出て

いるのは、例えばホテルとか社会福祉法人がお持ちの車両、こういったものも全て活用す
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るというような考え方での計画をつくっていこうというようなことに考え方が変わってい

ます。実際に竹原市がそういったものを活用するのかというのは、今後こういった計画を

策定する中でしっかり議論していきたいというふうに考えています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 下垣内委員。

委員（下垣内和春君） この会議を通じて、今後、竹原市の公共交通体系を今から考える

ということをやっていくということなのです。地域に沿った対応をしっかり検討していた

だいて、市民の方が安心して使える交通体系を目指してやっていただきたいと思います。

答弁はよろしいです。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

山元委員。

委員（山元経穂君） 今下垣内委員からあった、その上の１８番、生活バス路線維持費補

助金について、この内訳を教えてください。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） ただいま御質問のありました生活バス路線維持費補助金で

ございます。

こちらにつきましては、予算の内訳として大きく広域路線と市内路線に分かれていま

す。広域路線分につきましては１，４４１万４，０００円、それから市内路線分につきま

しては７５７万４，０００円となっています。

ちなみにですが、広域路線につきましては２路線ございます。これは西条駅から竹原駅

間、それからもう一個は三原営業所から中通の営業所間になっています。

市内路線につきましては、竹原駅から田万里です。田万里は銀山橋というところになり

ます。それから、竹原駅フェリー間、それから中通の営業所からフェリー前、この３路線

で、計５路線で運行しています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 山元委員。

委員（山元経穂君） これは昨年も言ったことなので、どんな質疑が飛んでくるかという

のは課長のほうも多分御理解されていると思うのですが、昨年は２，１９８万８，０００

円で、もう一年前、令和４年度は１，８９７万６，０００円だったわけで、昨年は何で２

００万円から３００万円近く上がったかといったら、燃料高騰の影響でと。今年、また僅
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かながらでも上がっているわけですよね。この辺、多分、またこれも物価高騰の影響では

ないかとは思うのですが。

そこで、昨年と同じまた質疑になるとは思うのですが、これはそろそろもう見直してい

ったらどうなのかなと。先ほどの公共交通会議という話もありましたけど、毎年２，００

０万円近くの負担があって、去年も同じことを言いました、昨年も。１０年たったら２億

円ですよ。２億円あったら、別の公共交通の在り方とか考えられる資金にもなると思いま

すし。バスで赤字。赤字が出た分だけ結局どんどんどんどん補っていかなければならない

という、市民の税金から考えたら大変非効率なわけですよね。この辺の見直しについてち

ょっと御見解を伺いたいなと思います。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 確かに、これまでも何度か指摘をいただいているところで

ございます。利用者につきましても、広域路線はともかくとしても、市内路線の利用者が

減っているというような傾向にあります。

その中で、今年度、夏場だったと思うのですが、ここを運行する路線の本社へお伺いし

ましていろいろ議論をさせていただきました。そういった中で、運行事業者につきまして

も、そもそもとしてドライバーの不足というのをかなり懸念されていまして、そういった

観点から、竹原のみならず、県内の運行箇所において見直しが必要ではないかというよう

な話をいただいています。

具体にどこの路線をどれだけということは今この時点で申し上げられませんが、引き続

き適切な経費負担、もしくは利用者への利便性が著しく損なわれないような形で見直しが

できたらというふうに考えています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 山元委員。

委員（山元経穂君） 鶏が先か卵が先かという議論ではないですけど、先ほど下垣内委員

が言ったように、ドライバー不足で、竹原市としては、次年度から計画を考えていく、ド

ライバーの不足で、ホテルとか社会福祉法人とかの車を利用していくことと、そういうの

を仮にもし利用する方向といったら、そうなったら、この路線バスではない方法も１つ出

てくるわけですよね。だから、その辺と併せて、一体となって、利便性ということもあり

ましたが、何が一番いいか、次年度しっかり考えていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。
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委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 先ほども申しましたように、令和５年度から令和６年度に

かけて計画策定をしてまいります。そういった中で、会議体の中には、事業者様、それか

ら有識者の方も含まれていますので、いろんな議論をしながら、どういったものが適切な

のかということを考えてまいりたいと思います。

以上です。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次行きます。

１０番、人材育成に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） 飛びまして、その下、広報広聴に要する経費について質疑のある

方お願いいたします。

堀越委員。

委員（堀越賢二君） 確認も含めてですが、昨年広告料がありましたが、一昨年もありま

した。令和６年度において、この広告料というものが広報広聴のほうからなくなったのは

どういうことでしょうか。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） こちらのほうの広告料につきましては、令和５年度まで

は、広島東洋カープでのわがまち魅力発信隊、それからサンフレッチェ広島での推しまち

ということで、ここのブース出展に係るものを広告料として掲載をしていました。令和６

年度からは、予算計上科目の見直しを行っています。こちらについては、企画費のほう

に、次に出てくると思うのですが、こちらのほうに上げていまして、具体的には６７ペー

ジに掲載をしていますので、こちらのほうで御説明をさせていただけたらと思います。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

委員（堀越賢二君） はい。

委員長（今田佳男君） ほかございますか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次参ります。

委員（堀越賢二君） ちょっとすみません。

委員長（今田佳男君） 堀越委員。

委員（堀越賢二君） もう一点。

この広報広聴に要する経費の研修会の出席の負担金ということですが、この広報広聴に

おける研修といったようなものはどういったようなものかお聞かせください。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 今御質問にありました、研修会出席負担金の５，０００円

でございます。

こちらの内容につきましては、広島県内の市ですね。町は別ですが、市の担当職員が集

まって研修をするというものでございます。

これまでも実は研修をしていました。ですが、コロナ禍の中でオンラインの研修になっ

たりとかということがありまして、負担金は必要ないということでゼロというのが続いて

いましたが、令和６年度からは、負担金を徴取して、講師もお呼びして、より具体的にや

っていこうということでございます。

都市によっては、こういった研修を通して、広報紙のコンテストというものがあるので

す。これは全国的にやっていますが、こういったところに自主的に応募したりとか、そう

いったこともしていますので、研修を通して、そうした能力が上がるように努めてまいり

ます。

以上です。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

委員（堀越賢二君） はい。

委員長（今田佳男君） ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次参ります。

下に下がりまして、１番、公用車管理に要する経費、これは次の６５ページの上段、２

段にまたがります。公用車管理に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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委員長（今田佳男君） 次、６５ページに参ります。

２番、普通財産等管理に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、下へ参りまして、３番、公共用地先行取得事業に要する経

費について質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、その下、公共施設ゾーン再整備検討事業に要する経費につ

いて質疑のある方お願いいたします。４番。

村上委員。

委員（村上まゆ子君） 公共施設ゾーン再整備検討事業についてお伺いいたします。

こちらは国庫支出金が１，０００万円ほどついていますけども、どのような交付金で、

国費率は何割か教えてください。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 公共施設の再整備検討事業に要する経費のうち、今回

国費が充たるのは、中心市街地３Ｄモデルデータ作成といった事業に充てる経費のもの

で、これは国土交通省の補助金になりますが、通常ですと７０％の補助率のところが、今

回は、早期実装タイプという形のやり方を取らしてもらうということで、１０分の１０の

国費で賄います。

それと、測量業務に充てる費用のうち、今回、市庁舎周辺の境界確定測量等を行う予定

としています。これについては地籍整備推進調査費補助金というものが充たることになっ

ています。これは補助率は約２分の１という形で、合計で１，０００万円という形になり

ます。

以上です。

委員長（今田佳男君） 村上委員。

委員（村上まゆ子君） 調査検討支援業務委託料の部分とアドバイザリー業務委託料とあ

りますけども、こちら、具体的な内容をお伺いいたします。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 調査検討業務のほうにつきましては、今年度に引き続
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きまして、まちづくりビジョンの策定です。アドバイザリー業務のほうには、今回はワー

クショップの実施の支援等も含んでいます。

それと、民間参入意向調査、そういったことも今回、新年度でやっていきたいと思って

います。これは、庁舎跡地の複合施設建設に関係しまして、民間事業者が参入意欲がある

かとか、どういった思いでいるかというようなことの調査も含めて実施する予定としてい

ます。

委員長（今田佳男君） 以上ですね。

村上委員。

委員（村上まゆ子君） 令和５年度はワークショップを３回ほどされていたと思うのです

けど、６年度も同じようにされる予定はありますか。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） ６年度のほうにつきましても、ワークショップのほう

は開催する予定としています。６年度も３回から４回ぐらいの回数になると思います。

以上です。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

松本委員。

委員（松本 進君） 私も公共施設ゾーンの再整備の検討に係ってお尋ねしたいと思うの

ですが、竹原市としては、今この予算化する上での基本的な指針といいますか、計画とい

いますか、どういった内容を立てるか、どういった施設を入れるかというので、複合施設

を建設する場合ですね。それで、一つ、市民会館、市民ホールという、そういった機能と

いうのがあったと思うのですけれども、それとかあとは、この跡地の中に人権センターで

すか、ああいう機能とか、地域交流センターの機能とか、あとは文化施設の機能では、ど

ういった機能を市としては考えていられるのかなというのが、この予算に当たって、お尋

ねしたいのと、それと……。

委員長（今田佳男君） ここで切って。

委員（松本 進君） 切りましょうか。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 市としまして現在検討している内容としましては、こ

れまでも説明してきていますとおり、市民館のホールの代替機能、現在仮移転している図

書館の機能、それに付随して、ギャラリー的なものであるとか、そういったものが計画で
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きればいいかとは思っています。それに付随して、市民の方からの意見を聞いて、どうい

う機能を持たせてどういうふうに計画していくかというところを現在やっているところで

ございますし、来年度も続けて行っていこうというところです。

以上です。

委員長（今田佳男君） 松本委員。

委員（松本 進君） 確認になるかも分かりませんが、例えば市民ホール機能でしたら、

現在ある分はちょっと規模が大きい、１，０００人弱だったと思いますけれども、それは

前に、たしか６００で、中ホール的なといいますか、それが説明があったかどうかを含め

て、どういう規模にするのかというのが分かればちょっと教えてください。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 市民ホールの規模につきまして、まだ決定していると

ころではございませんが、当然ながら、現在の市民館ができたときよりも人口減少もして

います。活用の仕方についても今回一緒に検討していくこととしていますので、どのよう

な方々が使うかというところも規模感を決定する上で重要なことかと思っています。

ただ、もう人口規模も減っていますので、現在の約１，０００人規模の座席数を持った

ホールといったようなところは全く考えていません。当然、もう半分、５００人、その前

後ぐらいになるのではなかろうかと考えています。

以上です。

委員長（今田佳男君） よろしいですね。

ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次参ります。

５番、公共施設整備事業に要する経費について質疑のある方はお願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では次、６番、ふるさと納税等に要する経費について質疑のある

方はお願いいたします。

平井委員。

委員（平井明道君） ふるさと納税推進事業についてお聞きします。

竹原観光まちづくり機構に委託されると思うのですけど、この返礼品報償、通信運搬
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費、システム保守委託料、ふるさと納税業務委託料、上から、誰に何をさせるお金なのか

説明をお願いします。

委員長（今田佳男君） すみません。今のふるさと納税等に要する経費は、６５ページか

ら６７ページ上段２段にまたがります。次がありますので、今ので４か所になると思いま

す。

資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） ふるさと納税につきましては、まず６５ページの返礼

品報償、通信一般費、次ページのシステム保守委託料、ここまでが市のほうで直接契約し

ているポータルサイトさん、いわゆるふるなびさん、ここは市との直接契約でないと事業

が委託できないということで、そこで要する経費となっています。ふるさと納税のほうの

委託料というところがＤＭＯへの事業委託費という形になります。

以上です。

委員長（今田佳男君） 平井委員。

委員（平井明道君） ふるさと納税業務委託料の９，１２９万７，０００円全てをＤＭＯ

に委託するのでしょうか。お金の流れを教えてください。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） この委託料の中には、ＤＭＯのほうで事務を行ってい

ただく、ふるさと納税の受付、それからの返礼品、その他、全てを含めて委託料に計上し

ています。ですから、市のほうとしましては、約９，０００万円で契約しまして、６年度

の当初にまず運転資金として前払いというような形で一部を支払い、その中でＤＭＯのほ

うは、返礼品の事業者なり、そういったところへの支払いも行いながら運営していくとい

う形になります。

委員長（今田佳男君） 平井委員。

委員（平井明道君） 私は、ちょっと金額が大きいので、竹原市のこのたびのこの大きな

予算を組まれているのが体力と合っていない気がするのですが、いかがでしょうか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） いわゆる機構のほうで受託させていただきます

ふるさと納税支援業務でございますけども、まず、ふるさと納税は今回、歳入として２億

円の予算を計上させていただいています。そのうち、まず返礼品がよく言われますけど、

おおむね３割ということでございますが、この経費もこの９，０００万円強の部分に入っ
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ていますし、そのほか、返礼品を送る郵送料、そういったものも全部入っています。ま

た、各サイト、楽天さんとかいろいろございますけど、そのサイトの利用料というのがま

た十数％かかりますので、こういったものを全部足していきますと、そういう必要経費だ

けでほぼこういった形になるということで、返礼品郵送料、サイトの利用料が大半である

ということでございます。そのほかは、先日の一般質問でもございましたけども、ＤＭＯ

が受けさせていただくということで、より返礼品の魅力向上に努めていきたいということ

になっています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 村上委員。

委員（村上まゆ子君） 私も、ふるさと納税等に要する経費についてお伺いいたします。

現在の返礼品の数はどれぐらいあるのかお伺いいたします。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 今現在、把握していません。申し訳ございません。

委員長（今田佳男君） 総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） 当初予算の要求の段階でございまして、令和５年度の新商

品の数としてちょっとお伝えさせていただきますと、お米とかバンブーツアー、八天堂フ

ァーム等を含めまして、令和５年度の新商品としては６６商品というものがございまし

て、そのほか、今用意していないということでございますが、参考といたしまして、令和

５年度新商品としては６６商品あるということで御理解いただきたいと、お願いします。

委員長（今田佳男君） 村上委員。

委員（村上まゆ子君） 先日、先輩議員の一般質問でも御答弁あったのですけれども、返

礼品開発の強化に取り組んでいかれるということですけれども、先ほども言われていまし

たが、魅力的な返礼品とは具体的に何かということと、あとは目標値がないと頑張れない

かなと思うので、具体的にこの返礼品の数をどれぐらい増やしていくとか、魅力ある返礼

品とは何かお伺いいたします。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 現在の返礼品でございますけども、一番人気が

あるものがアヲハタさんのほうのジャムということでございまして、これが４０％を超え

る額となっています。それ以外ですと、日本酒、あるいは食材でいいますと牛肉とか魚あ

るいはカキ、こういったものが人気がございます。
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ただ、どうしても限られた、例えば加工品ですと魚だけになるのですけども、ＤＭＯと

いたしましては、竹原市の特産品の詰め合わせということで、魚とお肉を詰め合わせさせ

ていただいたり、より人気が高いものをうまくパッケージを組んでいくとか、そういった

ことをしていきたいなと思っています。また、まだまだ返礼品で提供いただいていないも

のも、うけるものもあるだろうと思いますので、こちらは各事業者を訪問しながら開発し

ていきたいと思っています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 村上委員。

委員（村上まゆ子君） 最近では、ガバメントのクラウドファンディングというのもふる

さと納税で行う市町が増えていると思うのですけれども、使い道をより具体化して、プロ

ジェクト化して、もうそれに共感していただいた人から御寄附をいただくという、御寄附

を募る方法だと思うのですけれども、例えば大久野島のウサギを守ろうとかというプロジ

ェクトを立ち上げても寄附が集まるのではないかと思うのですけれども、今現在そういう

ガバメントクラウドファンディングをされているとかありますか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） ガバメントクラウドファンディングですが、こ

ちらについては、特定の事業を御紹介させていただきながら、それに対して寄附いただく

というガバメントでございますけども、現在準備させていただいているものでいうと、た

けはらＤＸ事業の財源としてガバメントということで、今回、６年度、実施させていただ

きたいと考えています。そのほかには、産業振興課関連でもいろいろ御相談いただいてい

ますので、また随時、整い次第検討させていただきたいと思います。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） それでは、ここで１０分間休憩で、ここの時計で１１時２５分に

再開いたします。

約１０分間休憩いたします。

午前１１時１１分 休憩

午前１１時２０分 再開
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委員長（今田佳男君） それでは、再開をいたします。

６７ページをお開きください。

企画調査に要する経費、企画調査に要する経費について質疑のある方お願いいたしま

す。

平井委員。

委員（平井明道君） １２番の出会いの機会創出事業委託料についてお聞きします。

これは出会い系のマッチングアプリだと思うのですけど、まずはどういう事業なのか、

また詳しく教えてください。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 今御質問ありました、出会いの機会創出事業委託料でござ

います。

こちらのほうにつきましては、先ほど委員申されましたように、スマートフォン等を利

用して、アプリの活用で若者が出会いの場をつくるというようなことで、今、補助の仕方

についての検討中でございますが、本人さんに助成をするのか、それとも会社と委託をし

て、そちらのほうから自動的に支援をするのかというのは今検討中でございます。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 平井委員。

委員（平井明道君） ありがとうございます。

この出会い系マッチングアプリの事業をやるに当たって、行政が補助を出すと、市民が

事件に巻き込まれたときに市も訴えられる可能性があると思いますが、リスク管理はどう

徹底されるおつもりですか。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） こちらのほうにつきましては、委員のおっしゃられますよ

うに、アプリによってはいろんなトラブルがあるというのも承知しています。そういった

中で我々が今考えていますのは、１００％とはなかなか言い切れませんが、今、一般社団

法人を設立して、複数社でそういった運営をしているところがございます。その団体がイ

ンターネット型結婚相手相談サービスの認証マークというのをつくっていまして、これら

ＩＮＦ認証取得企業というのがございます。こちらのほうの団体にはアドバイザーとして

元総務大臣の増田さんとかも入っていまして、そういった中で、このマークを取得してい

れば民放連でのコマーシャルも放送するといったようなことになっていまして、比較的そ
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ういった信用度が高いものというようなものになっています。我々としては、こういった

ものを対象の事業者として選定をしていきたいというように考えています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 平井委員。

委員（平井明道君） はい、承知しました。１００％ではないということなので、私の意

見なのですが、行政がやるにリスクがあると思うので、私はやらないほうがいいというの

をちょっと言っておきたいと思います。

企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 今委員がおっしゃられました御意見につきまして、真摯に

受け止めてということで。この予算を発表しまして、賛否両論いただいています。厳しい

御意見もいただいていますので、事業の推進に当たっては慎重に取り扱っていきたいとい

うふうに思います。

委員長（今田佳男君） 村上委員。

委員（村上まゆ子君） 私も、そちらの出会いの機会創出事業についてお伺いいたしま

す。

この事業は県内初の試みと先日報道されていましたが、この１６８万円はどういった積

算なのかお伺いいたします。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） こちらの内訳でございます。

こちらの内訳にございましては、今は利用者様に助成する費用で約２００名ほどを見込

んでいます。対象としては２か月分ということで、３か月プランというのが一般的によく

あるということで聞いていまして、そのうち２か月分を助成したいというふうに考えてい

ます。このほかにも、そのアプリを使う方が初めてとか、安全性について不安があるとい

う方もいると思いますので、そういった方に対して勉強会といいますか、アプリの利用に

ついての説明、こういったことも開催していきたいというふうに考えています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 村上委員。

委員（村上まゆ子君） この地域振興基金繰入金の基金の原資は何か教えてください。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） こちらの原資につきましては、これといって特定できるも
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のはないと考えています。これまでもずっと、様々、剰余金等も含めて積み立ててきたも

ので、基本、この基金の目的がたしかまちづくりの振興に充てるものというふうになって

いたと思いますので、そういった観点からこの事業に充当しているというふうなものでご

ざいます。

委員長（今田佳男君） 村上委員。

委員（村上まゆ子君） こちらの出会いの機会創出事業と若者交流促進補助金は何がどの

ように違うのか、具体的にちょっと教えてください。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 今御質問いただきました件でございますが、まず出会いの

機会創出事業の委託料につきましては、これまで御説明しましたように、アプリを使って

出会いの場の創出を図ろうとするものでございます。もう一点、若者交流促進事業補助

金、１００万円ございます。こちらのほうは、リアルに対面で会って交流を図ろうという

もので、これまでは婚活というような取組もあったのですが、これは、そういったことに

限らず、若者が今の出会いの場が少ないというようなこともあります。こういったこと

は、今年度８月の末から９月の末にかけてアンケートを行っていますが、こういったこと

でも結果から出ていますので、そういったものを踏まえて、アプリを使ったもの、それか

らリアルに対面で会うもの、こういった２種類を準備したものでございます。

委員長（今田佳男君） よろしいですね。

はい、高重委員。

委員（高重洋介君） 先ほどの平井委員と同じところなのですが、出会いのマッチングア

プリですね。

画期的なことだなと。少ない予算でＰＲがすごくできたのかなという思いと、安全性の

ところはどうなのかなという思いと、時代がそういう時代になったのかなというような思

いの中で、安全性の高いところでアプリの対策を研究していくというところなのですけ

ど、これは年齢制限とか、その辺はどのような形になっているでしょうか。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 年齢制限につきましては、今先ほど申しました市内の若者

へのアンケートで、年齢が１８歳から３９歳までの方を対象としていました。基本的には

そういった年齢で考えたいとは思っていますが、もう少し時間がありますので、例えば４

５歳までにするのかとか、もう少し若くするのかとか、そういったものを踏まえて考えて
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いきたいというふうに思っています。

以上です。

委員長（今田佳男君） 高重委員。

委員（高重洋介君） ここで一つ気になるのが、いろんな方がいるわけではないですか。

例えば、若くても結婚されていたりとか、既婚者ですよね。そこをどう見分けて判断する

のか。変に利用する人は、こういうところを利用して、そういう人も出てくると思うので

すよね。結婚していてもそういうふうなところへ、今でもあるみたいなのですけど、その

辺についてはどのように判断していくのかというところを教えてください。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 助成の対象となる方の判断でございますが、確かに委員お

っしゃられますように、こういったアプリは悪意を持って利用する方もいるというふうな

ことで聞いています。１個方法としては、基本的には市内在住の方への支援というふうに

考えていますので、独身証明書というものが発行できるようになっています。ここを、個

人の費用でそういったものを発行するのか、もしくは申請によって公用で確認するのか、

今検討中ではございますが、方法としてはそういったものもあります。

ただ、このアプリを利用する方につきましては、より匿名性を求める方もいますので、

そういったところも含めて、方法をちょっと慎重に考えているところでございます。

以上です。

委員長（今田佳男君） 高重委員。

委員（高重洋介君） その辺をしっかりと、犯罪につながらないように。例えば、いろい

ろ調べれば、ねずみ講のものがあったりとか。本当に、先日も大きな警視正のこともあり

ましたが、そういったことはしっかりと調べていただいて進めていっていただければいい

と思います。

先日、岡山県ですか、子供を増やすには同窓会がいいとかという、その言葉はどうかな

と思うのですけど、そういう。だんだんと国がそういうふうなもう支援を、今もうマッチ

ングアプリの開発の支援とかも国のほうも行っているという話もありますし、私たちも時

代に乗らないといけないかなという思いもありますけど、安全性だけはしっかり確保して

行ってほしいと思います。

それと、もう一点、すみません。

委員長（今田佳男君） どうぞ。
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委員（高重洋介君） その下のバスツアー委託料ってあるのですが、１５万３，０００円

ですか、これはどういったバスツアーなのかお聞きします。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） ただいま御質問いただきましたバスツアーの委託料でござ

います。

こちらにつきましては、プロスポーツを通じてバスツアーを行うものでございます。

これまで、県内、広島東洋カープ、それから広島ドラゴンフライズ、サンフレッチェ広

島、この３つの団体を通じていろいろ竹原市をＰＲさせていただいていますが、令和６年

度におきまして、サンフレッチェ広島、こちらのほうの団体を通じてということで今考え

ています。

ちょっと長くなるのですが、今県内で、安芸高田市、北広島町、三原市、こちらのほう

が三矢の矢ということで、サンフレッチェを起点にＰＲをされていまして、本市も小早川

家のゆかりがありますのでお声かけいただきまして、広域でしっかり本市をＰＲしていこ

うというものでございます。

以上です。

委員長（今田佳男君） いいですか。

ほかございますか。

堀越委員。

委員（堀越賢二君） ６７ページの先ほどから出ています出会いの機会のところですが、

ほぼほぼ安全性を担保しながらしっかりと進めていく、そして若者の交流のほうはリアル

な場として事業を実施していくということで、内容については理解をしています。

その中で、先ほど私が気になったところで、年齢の制限があるのかなと私も思っていま

して、それで１８から３９歳ぐらいで検討をしていますけれども、今後それはもう少し上

げるとかという、その上げる年齢ですけど、あえて年齢制限、上限を設ける必要があるの

かなというふうに考えていますが、その点については再度お伺いいたします。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） こちらについては、委員おっしゃられますように、広く平

等にという観点もありますので、年齢制限を設けることについて御意見があろうかと思い

ます。

ただ、我々としましては、このアンケートを取った趣旨も含めると、若者をという言葉
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がありまして、比較的、若いうちに出会って、その中で希望される方が御結婚されるとい

うことで、これは国のほうも言っていますが、晩婚化につながらないといいますか、第１

子、第２子までをお持ちになられる可能性が高いというようなことも言われています。で

すから、我々としましては、ここにも書いてあります、若者をという定義で支援をしてい

きたいというふうに考えています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 堀越委員。

委員（堀越賢二君） そうですね。若者交流促進のほうは若者とはありますけれども、出

会いの場のそういうものを受けるのに、これは、女性が若くて男性が年齢の高い方がマッ

チングされるのか、またその逆なのか、ある程度少し、同世代の方なのか、様々だと思い

ます。

先ほどの少子高齢化の対策という部分も、国のこととしてこの中にも内容にも入るのか

なという、先ほど説明ありましたけれども、実際に、ある程度年齢の高い、５０歳に近い

ぐらいの方がマッチングアプリで御結婚されて、竹原で商売をしながら、現在、まだ新婚

かな、新婚生活を送られている方も知っていますので、この第１子、第２子というところ

も非常に大切とは思いますけれども、竹原に住んで、竹原で経済活動をして、納税をして

しっかりしていくというのは非常に大切なことでありますし、それにあえてこの若者とい

う部分だけフォーカスして、この出会いの機会創出事業のほうにその年齢を当てはめるの

であれば、そこで制限するのであればこんな事業はしないほうがいいと逆に思います。広

く門戸を開くべきだというふうに私は思いますけど、その点についてもう一度お伺いしま

す。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 今委員からおっしゃられた意見というのは、今後制度を創

設する上に当たって参考にしたいと思います。しかしながら、国もそうですが、結婚を希

望される方というのは、委員おっしゃられますように年齢の高い方もいるのですが、この

たびの趣旨としましては、少子化を解消するという観点から、傾向としては、早くに御結

婚をされた方が第２子、第３子を産んでいただける傾向にあるということで先ほどの答弁

をしてまいりました。しかしながら、今各委員さんから御意見がありましたので、そうい

ったことを踏まえて考えてまいりたいというふうに思っています。

以上です。
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委員長（今田佳男君） よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） 川本委員。

委員（川本 円君） 同じく、出会いの機会創出事業と併せて、その下の若者交流促進事

業補助金のところについてお伺いします。

先ほど来各委員が質問したので大体内容は分かったのですけども、当然、こういう予算

づけをしたということは費用対効果を見込んだことになると思います。ちょっと分からな

いのは、どういった形でその費用対効果を図るのですか、この２つというのは。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 今委員から御質問にありました費用対効果の話でございま

す。

具体に、１人例えば御結婚された場合に幾らになるというのは、申し訳ございません、

今算出をしていません。しかしながら、先ほど言っていますが、アンケートによります

と、２，５００人の方、市内、無作為抽出で１８歳から３９歳までの方、男女にお送りし

ています。こういった方の中で、約８割の方が結婚する意思があるというふうな回答がご

ざいました。しかしながら、そういった中にも、実際に理想の年齢で結婚できる見込みが

あるのかという問いに対しては、２０％を切るような回答がございました。そういった中

から、どういったことだったら積極的に出会いができますかという問いで、マッチングア

プリとか、公的な出会いの場というような回答が多くございましたので、こういった事業

をするというふうに至っています。

費用対効果の算出についてはちょっと答弁になっていないかもしれませんが、事業をし

た理由としてはそういったことになります。

委員長（今田佳男君） 川本委員。

委員（川本 円君） そうですね、ちょっと理解できません。

３０ページに書いている概要のところの出だしを見ると、結婚を希望する人が、今アプ

リとか、その交流を使って、最後の締めくくりのところでは、出会いの機会を創出すると

締めくくっているわけですね。だから、出会いの創出をつくるだけで、それをよしとする

のか、最終的に結婚されて、その費用対効果と見るのかでは大分差があると思うのですよ

ね。

恐らく、私が思っているのは、先ほど委員からも出ていましたが、最終的に結婚され
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て、竹原市内に住んでいただければ税収も上がるだろうしということ、そういった相乗効

果が生まれる。やってよかったねという話になると思うのですよね。だから、そこら辺の

狙いというのがもうちょっと明確に、この文章ではちょっと読み取れないのですが、何か

補足できれば教えていただきたい。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 今委員からございましたように、すみません、先ほど言葉

不足ではございましたが、市内で社会経済活動を行っていただくことで、そういった経済

効果というのは出てくるというふうに考えています。そういった中で、我々としまして

は、こういった出会いの場を創出することで、結婚に結びついて、さらに子供さんを産ん

でいただきたいというようなことはあるのですが、先ほど来希望する方にというような言

い方でしていますが、あくまで結婚というのは、本人さんの希望、自由というのがありま

して、なかなかそういった言葉を出して強制というのはしにくい、多様性を求める時代に

なっていますので、こういった出会いの場を創出することによって、そういった方向に向

いていただければ人口減少も抑制できるということで、我々はそのように願っています。

以上です。

委員長（今田佳男君） 川本委員。

委員（川本 円君） 大体理解はしましたが。ここで大事なことは、結婚するかしないか

というのは本人の自由になってくるわけです、最終的にはね。結婚するということは、必

ずしも竹原に住んでくれるという保障も何もないわけですね。逆に、結婚して竹原市から

出るという方も当然出てくるわけですね。注意していただきたいのは、その検証ですよ

ね。今見ていると、事業期間が６年度からというふうになっている。当然、７年度、８年

度も継続していくような形を取っておられるようですが、だからその検証をしっかりやっ

ていく、毎年毎年。どういう成果が見込まれる、出たというのを必ず報告していただきた

いと思いますが、それによっては途中で事業廃止ということも考えられますよね。そのあ

たりはどういうふうにお考えか、最後。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 今委員おっしゃられますように、検証というのは必要であ

るというふうに考えています。

マッチングアプリのほうにつきましては、選定する事業者によっては、なかなか、どな

たがどのぐらい登録して、例えばその方が結婚に結びついたというのは、ちょっと難しい
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ところもありますが、可能な範囲でお聞きできたらというふうに考えています。

それから、リアルにお会いするほうにつきましては、これは実際本人さんが目の前で参

加していますので、そういった状況を検証で追っていくということは比較的できようかと

思いますので、本人のプライバシーを損なわないように気をつけながら確認をしていけた

らというふうに思っています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） ほかございますか。

宇野委員。

委員（宇野武則君） ６７の１の１８、地域おこし企業人交流プログラム、この負担金、

これはどういう内容の事業なのかちょっと教えてください。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 今御質問いただきました地域おこし企業人交流プログラム

負担金でございます。

こちらにつきましては、事業内容として、民間企業から人材を選定しまして、本市の事

業に協力をしていただくというものでございます。

今具体には、お一人観光の関係で来ていまして、今３年目になります。そういった方を

活用することで、我々にはない、民間ならではのスピード感だとか仕事のつながりで事業

がさらに加速できるというようなこともありますので、令和６年度も引き続きこういった

予算計上をしたものでございます。

以上です。

委員長（今田佳男君） 宇野委員。

委員（宇野武則君） まだ結果は出ていないようなふうですが、これまでに何かそうい

う。これは初年度ですかね、この予算は。継続している。過去に何か実績はあるのかな。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） この間におきまして、これが継続事業でございますが、一

番大きなものといいますと、竹原観光まちづくり機構を立ち上げるという際に、こういっ

た方も加わっていただきまして、事業内容もしくはそれの進め方、スケジュール感です

ね。話しをする中で大きく関わっていただいたということでございます。今現在も、その

立ち上げたものに対して、計画を推進すべく、引き続き関わっていただいているというも

のでございます。
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委員長（今田佳男君） 宇野委員。

委員（宇野武則君） こういうものは絶えず補助金で頼りたがるのですが、実際は、あな

た方が一番、あるいは我々もそうだが、ここへ住んでる人が一番竹原市をよく知っている

ので、基礎的なものは地元で立ち上げて、そこの肉づけというのは、先進地とか、そうい

うものにアドバイスをもらうならいいのですが、ざっくり負担金でばさばさつけて、効果

がないのにまた継続継続というのは、そういう負担金を整理しないといけないね。

だから、もうちょっと地元のものは地元の者が、今度は市の職員もたくさんいるのだか

ら、そういう者に専門に、空き家とか、いろんなことを総合的にやらないと、ぽつんぽつ

んとやったら委託というのは無駄になるのよ。だから、本当に来る人が魅力を持ってくる

ような政策を立ち上げないとね。

民間事業というのは、お金がある間は２年か３年やってから、なくなったらぱんと帰る

のよ。大体そういうパターンが多いのよ。だから、本当にやるのなら、地元の人の意見を

聞いたり、あなた方が歩いてね。とにかく、１つの事業では駄目よ。来る人が魅力を持っ

てくるような政策を総合的につくらないと、複合的に、ということです。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 今委員おっしゃられましたように、地元の者が中心になっ

てやるという観点は非常に重要だというふうに思っています。そういったことで、事業を

進めるに当たっては、基本的にこちらの役員とか関わる人というのは地元の方が多く関わ

られています。そういったところに民間ノウハウを活用ということでございますので、今

後も引き続き、他者だけの意見ではなくて、地元の意見もしっかり聞きながら進めていけ

たらというふうに思っています。

以上です。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。よろしいですね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、飛びましたが、企画調査に要する経費を終わります。

次に、３番の移住定住促進に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

村上委員。

委員（村上まゆ子君） 移住支援金の３００万円についてお伺いいたします。

こちらの移住支援金は、２人以上の世帯が１００万円とホームページに書いてあったの

ですけれども、来年度の予算の内訳は何世帯を想定されているのかお伺いいたします。
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委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 移住支援金の御質問でございます。

今ありましたのは、令和６年度につきましては、３世帯分、１００万円掛け３世帯を想

定して予算計上しています。

以上です。

委員長（今田佳男君） 村上委員。

委員（村上まゆ子君） 令和３年度から開始されている事業なのですけれども、効果はど

うだったか、過去の実績をお伺いいたします。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 効果として、令和５年度、今年度直近でいいますと、２月

の末現在で３世帯、５名の方が移住をされてきています。うち、２世帯分ですね。ごめん

なさい。３つ事例がございまして、うち２つが世帯、それからうちお一方が単身というこ

とです。業務の内容につきましては、その３つともテレワークでの移住ということになっ

ています。

以上です。

委員長（今田佳男君） 村上委員。

委員（村上まゆ子君） こちらは東京圏から市内にということですけれども、多分ほかの

地域からも来られる方がいらっしゃっているかなとは思うのですけど、そういった東京以

外の方の移住はどれぐらいあるのか教えてください。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） こちらのほう、この支援金以外での移住ということでござ

います。

今、すみません、すぐ手元には出ないのですが、相談内容の件数につきましては、約５

０件から６０件、ほぼ毎年相談があるような状況で、実績については後ほど回答させてい

ただけたらと思います。

委員長（今田佳男君） お願いします。よろしいですか。

山元委員。

委員（山元経穂君） ６７ページに戻りまして、３、移住定住促進に要する経費のうち、

１２番、関係人口創出業務委託料についてお伺いしたいと思います。

これは今年も予算計上されていたのですが、令和５年度といって切って、また次年度も
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令和６年度とあって、関連予算かなと思ったら、今年は本年で切っているので、また次年

度の事業内容についてお伺いしたいと思います。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 関係人口創出業務委託料でございます。

こちらの内訳につきましては、令和５年度も実施しました、おてつたびといいまして、

ＪＲ西日本さん、それから尾道市、三原市、竹原市でせとうちファンづくりですか、こう

いった団体を組んでいますが、こういったことで実施する事業と、あとは第二のふるさと

づくり事業といいまして、こちらもＪＲさんの関係の事業でございまして、ＪＲさんがお

持ちの広報媒体、こういったものを使いまして、竹原に実際お越しになっていただいて、

いろんな自然体験等を含めて関係人口を増やそうというものでございます。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 先ほどちょっと答弁ができなかった相談件数と、あとは移

住してこられた方ということでございます。

令和５年度でございますが、実際に本市の制度を、移住支援金だとか、あとは移住相

談、空き家バンク、あとはツアー、イベントを行っていますが、こういったことで移住し

てこられた方につきましては７世帯、１２人でございます。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

それでは、午後１時まで休憩をいたします。お願いします。

午前１１時５５分 休憩

午後 ０時５７分 再開

委員長（今田佳男君） それでは、再開いたします。

６７ページまで済みましたので、次は７３ページになります。

３分の１ぐらい、街路灯設置に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

街路灯設置に要する経費です。よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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委員長（今田佳男君） 次、各種負担金補助金等に要する経費、２番です。質疑のある方

お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） ないようですので、次の４番、防犯活動に要する経費について質

疑のある方お願いします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

一番下の交通安全推進に要する経費、これは次の７５ページにまたがります。

交通安全推進に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では次、７５ページになります。

基金管理に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。よろしいですね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

その下の１番、電算機器管理に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

委員長（今田佳男君） 宇野委員。

委員（宇野武則君） ７５の１の１２ですが、機械器具保守委託料、これは毎年、機器保

守に関する高額な予算を計上されるのですが、これは予算の計上と、それから業者の委託

の場合にはどういうふうな方法でやっているのかお伺いしたい。

委員長（今田佳男君） ＤＸ推進担当課長。

ＤＸ推進担当課長（吉本綱一君） 機械器具保守委託料の関係ですけれども、今ここに計

上されていますものは、主に基幹系システム、住民情報系のシステムのほうになりまし

て、導入業者様のほうに委託をして保守管理をしていただいているものになります。

以上です。

委員長（今田佳男君） 宇野委員。

委員（宇野武則君） だから、器具を導入した業者が継続して委託するということです

ね。
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ＤＸ推進担当課長（吉本綱一君） はい。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

よろしいですね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

庁内情報化に要する経費、庁内情報化に要する経費について質疑のある方お願いいたし

ます。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次の３番、地域情報化に要する経費、これは７５から７７

ページ、上段２列ですか、２段ですか、にまたがります。地域情報化に要する経費につい

て質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、７７ページに参ります。

庁舎移転に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

下垣内委員。

委員（下垣内和春君） ７７ページの庁舎移転に要する経費、全体的には一番大きな２０

億８，３３３万４，０００円ということでございます。新年度で当然庁舎移転を行うわけ

でございますが、それに間に合わすための費用とかというのは今後この２０億円で賄える

のかどうかについて、今の現状を踏まえてお伺いしたいと思います。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 庁舎移転に要する経費ですが、これの内訳としまして

は、１２番、１４番、１７番、工事監理委託料、物品移転業務委託料、システム整備委託

料、施設整備工事、施設用備品と項目が分かれていますが、全て新庁舎へ移転するために

必要な経費として計上させていただいています。

施設整備工事のほうにつきましては、現在の請負金額、今年度分も実際には固まってい

るところではございますが、インフレスライド等、変更せざるを得ない部分もありますの

で、５％ほど上乗せして計上させていただいています。
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工事につきましては、現在のところ、進捗具合はおおむね予定どおりに進んでいます。

工事現場のほうも、現場のほうに足しげく通っていただいて、しっかり品質管理のほうは

我々に協力してやっていただいています。

その他の物品移転業務等につきましては、単純に引っ越しに要する経費であるとか、新

庁舎に移ってからの什器等の新たに購入する部分については、施設用備品というところで

計上させていただいています。

一応、庁舎移転につきましては、現在計上させていただいています費用で完了できるよ

う努力していきます。

以上です。

委員長（今田佳男君） 下垣内委員。

委員（下垣内和春君） ありがとうございました。

今の費用で賄えるのではないのかという御回答でしたが、令和７年１月には移転を完了

するということになっていますので、それに向かってしっかりと対応していただきたいと

思います。

答弁はよろしいです。ありがとうございました。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

松本委員。

委員（松本 進君） 先ほど出ましたけども、こういった相当大きな工事が今進められて

いまして、この施設整備にしても１８億３，０００万円強、備品にしても４，０００万円

近い金額が今やられています。

それで、お聞きしたかったのは、同僚議員からも地元雇用とかありましたけれども、こ

れが今ＪＶ、共同企業体で進められて、竹原市内の業者も入っていますけれども、これが

工事が完成する、今ほとんど使われていると思うのですけれども、こういった２０億円近

い庁舎移転に係る経費の中で、ざっくりいえば地元の企業への経済波及効果といいます

か、人件費とか物品費とかいろいろあるかも分かりませんが、そこらが把握されているの

でしたら、２０億円のうちどれぐらいの地元、竹原への効果があるよというのが分かれば

教えていただきたい。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 施設整備工事につきましては、地元企業、下請企業と

して入っていただいている部分がありますが、それを集約した数字というのは、まだ整理
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していませんので把握できていません。

施設用備品につきましては、今回計上させていただいている４，０００万円、これは事

務用品関係が、事務用品といいましても、机であるとか椅子であるとか、そういったもの

になりますが、こういうものについては、また市内の事業者さんが参入できるようなこと

も視野に入れながら、できるだけ参入していただけれる方法で発注していきたい、そうい

うふうに考えています。

システム整備につきましては、市内にそういう業者さんがいませんので、ちょっと難し

いかとは思っています。

委員長（今田佳男君） 松本委員。

委員（松本 進君） 備品等については、これからといいますか、地元企業、業者への取

扱いということで今検討中ということでしたが、工事でも、今は大体もう進んでいるわけ

ですから、その分担割合といいますか、地元業者は入っていますけれども、そこらは、現

段階で工事が進んでもうやっているわけですから、備品のようにこれから分担してという

のではないと思うのですけど、工事の１８億円いくらなのかは、竹原市の地元のが、ちょ

っと今集約がないということがありましたけれども、その発注のときに、市としては、人

件費とかいろいろ、地元業者へのああいう約束事をされているのですか。こういった工事

をやってくださいよと。最大限、地元業者に仕事の確保といいますか、そういったものは

具体的にやられているのかなということをちょっとお聞きしたいと思う。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 工事契約業者に対しましては、工事着手前の時点で、

できるだけ地元業者を下請でも使っていただきたいということは、この工事にかかわら

ず、お願いしてきているところでございます。

特に今回は、創建ホームさんというところも、地元の企業もＪＶに参加しています。そ

ういったことも含めて、ＪＶの代表者である安藤・間にも十分お話はさせていただいてい

ます。しかしながら、どうしてもゼネコンさんのほうも、常時抱えている下請業者さん等

もいます。また、竹原市内の業者さんとも付き合いのない工種、もっといえば竹原市内で

は施工できる業者さんがいないという部分も相当数あります。そういったところで、建設

工事につきましては、市外業者さんについては、お願いではありますが、できるだけ市内

業者を採用していただくようにというところで進めているところでございます。

以上です。
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委員長（今田佳男君） 松本委員。

委員（松本 進君） 再度、ちょっとお願いというのか、要望になると思うのですが、こ

れだけ大きな建設工事で、ＪＶでやっている、そこで竹原の業者も入っていますけれど

も、確かに今課長が説明あったように、ゼネコン業者の人もそれはいろいろ下請を抱えて

いるというのは承知していますけれども、しかしこれだけ竹原市の大きな事業の中で、そ

れはいろんなゼネコン大手の事情があるにしても、市のほうから積極的に、介入という言

い方がいいのか、指導をしていただいて、地元業者への仕事をやるということは、ぜひ、

今はもう固まって変えることはできないのか分かりませんが、やらないと本当に地域経済

の活性化にならないという面ではちょっと指摘しておきたいというふうに思います。

委員長（今田佳男君） 総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） 庁舎移転の工事につきましては、今後、内装工事や機械設

備工事が本格化する予定となっています。また、予算書にございますように、新たな情報

システムの整備や、また備品の購入というのもございますので、今委員からお話がござい

ましたように、地元業者への仕事の確保というのは大変有用なことでございますので、

我々につきましても、業者のほうに最大限取り組んでいただけるように要望はしてまいり

たいと思っています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 宇野委員。

委員（宇野武則君） 地元業者は、一会ということで、経験ですからね、こういうもの

は。

しかし、このゼネコンというのは、ほとんどが主要部分は株を持っているのよ。親会社

の株を持っているから、なかなか参入できない部分もあってね。地元といっても、地元の

企業が１社入っていても、地元の企業そのものがよそを使っているのだから、その辺はよ

う言わないのよ。だから、実際は。これから、内装、塗装。塗装なんかは地元業者で十分

できる。だから、どこをどういうふうにして仕事をもらうかというのは、先もってゼネコ

ンさんと話しして、ゼネコンさんのように、各株主がいるわけだから、株を買ってそのゼ

ネコンを支えているのだから、だから一体的に動いているわけよ。中国地方は中国地方、

この業者、九州は九州というように一体的に動いているから、その主要部分はなかなか入

りにくい。しかし、レッカーなんかは入っているわね。こういう部分は入れるのよ。だか

ら、そこらをよく、これからもそうだが、こういうのは、ここも壊さないといけない、壊
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した後建てるというような問題もあって、入れるところと入れないところを選別してやら

ないと、本体部分の急所というところはなかなか入れないのよ。今言うように、人がいな

い、技術力がないということでね。自分のところの株を持った業者を、信頼できる業者を

ゼネコンというのは使うようになっているのよ。だから、そこらをよく検討して、入れる

部分は積極的に入れてもらうということをお願いしておきます。

水道なんかは間違いなく入れるのよ。本体は、地震対策とか、いろんな問題が絡むから

ね。水道とか電気というのは、部分的には皆入れるのよ。だから、そこらをいろいろこれ

からも勉強して、できるだけ地元へ上げてください。

それから、中で工事の監理委託料１，８００万円ですか、これは第三者の管理会社を頼

んでいるということですか。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 工事監理委託料につきましては、今年度に引き続き、

村田相互設計が行う予定ということになっています。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

委員（宇野武則君） はい。

委員長（今田佳男君） ほかございますか。

資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） すみません。庁舎移転の費用の関係で、午前中に歳入

のところで松本委員さんに質疑いただきまして、市の持ち出し部分について３０％という

形の御回答をさせていただいた部分についてちょっと訂正させていただきたいと思いまし

て、発言をさせていただいてよろしいですか。

委員長（今田佳男君） どうぞ。

資産活用担当課長（井上顕良君） 緊急防災・減災事業債のところだけの部分で考えます

と３０％程度の持ち出しという形にはなるのですが、今回の工事、その他事業を含めます

と、一般単独事業債等のところも入ってきますので、全体事業費に対しましては約５０％

ぐらいの市の持ち出しという形になります。

すみません。

委員長（今田佳男君） 待ってください。今の関係ですね。

宇野委員。

委員（宇野武則君） 今答弁で５％の上乗せということだったが、当初予算の事業費の中
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から５％、いろんな物価が上がっているということで増額したということですか。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） ５％上乗せといいますのは、毎年この時期ぐらいに国

のほうから、物価上昇に伴う変更をかけてあげなさいという、旧年度の労務単価で積算し

ているものについては、新年度単価に置き換えた金額で変更契約をかけなさいというよう

な通知が参ります。それは、予算計上段階ではまだ通知等は出てきていませんでしたが、

今年度、物価上昇５％、人件費が５％以上上がるという話も聞いています。約５％ほど、

全体工事費のうちの基準日以降の残工事について新単価で計算した金額に変更するという

形になりますので、その部分の予算を今回計上させていただいています。

委員（宇野武則君） 分かりました。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

吉田委員。

委員（吉田 基君） さっき市の負担がおよそ５０％という、減災・防災、緊急の１９年

度にできた制度に乗って、受け止めは６６％というふうにずっと説明をされてきたと思う

のですよね。どうしてこの５０％になったのか、もうちょっと詳しく、どの部分がどうな

ったのかとか、そういう我々にも分かりやすい説明をお願いしたいと思います。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 有利な財源として見込んでいました緊急防災・減災事

業債、これの対象になる工事を発注時、精査していく中で、この工事はそういう防災・減

災に当たる当たらないという仕分を行っています。それをやって発注しています。その時

点で積算によって出てきた数字で、現時点のところでその５０％程度になりそうだという

ところで見込んでいます。

以上です。

委員長（今田佳男君） 吉田委員。

委員（吉田 基君） それではいけないのではないのかね。我々には、６６％のいわゆる

そういう緊急防災・減災の有利な財源確保ができましたから、総額３８億円、こういう総

額の中でかなり事業を執行していくのにやりやすい状態になったという説明を受けて議決

に参画した議員も、部長、いると思うのよ。そこは一つの大きな説明不足というか、そご

ではないのかという。最初からこういうことは想定できると思うよ。その点についてちょ
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っと説明をしてください。

委員長（今田佳男君） 総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） 先ほど資産活用担当課長も申し上げましたが、積算の上

で、緊急防災・減災事業債への対象事業費。緊急防災・減災事業債は、対象事業費の１０

０％が充当率ということで、７０％が交付税で返されるというものでございました。ま

た、ほかの起債として、一般単独事業債も含めまして、実際の工事の対象工事を振り分け

る中で、結果としましては、議員のほうからお話ございましたように、当初の説明の一般

財源の持ち出しの部分にちょっと変更が生じたということは、その点は、当初と説明が変

わったことは、ちょっとそこは申し訳ないと思っています。

それで、１１月が一応工期満了予定といたしていますので、その中におきましては、当

初３８億円という事業費の中で、入札によりまして約２９億円になったと思っています

が、そうした中でも、極力一般財源の持ち出しが少なくなるようにそこは取り組んでまい

りたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。

委員長（今田佳男君） 吉田委員。

委員（吉田 基君） 我々の立場からしたら、６６％といういわゆる特定財源として非常

に有利であるという説明の中でやってきた。そしたら、説明しないといけないのではない

のかね。何らかの形で明細を出して、これで御理解いただきたい。いつも説明責任という

ことを言うばっかりで、私は細かいことはあまり言うのを、好みというのか、タイプに合

わないしね。しかし、これはちょっと問題があるのではないのかね。ここで区切り出し

て、そして５０％の負担で、これは駄目、あれは駄目、だから５０％になりました。これ

では私は済まないと思うよ。その点についてどのように受け止めるのか。もっと我々に対

してきちっと。大体、これは駄目、あれはいいとかと仕分けるのは、事前に分かっている

はずよ。そうだろう。分からずにやって積み上げて、どの時点でそういうことが分かった

のか、ちょっと教えてもらいたい。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 委員言われますところの６６％、その時点での説明に

おきましては、おおむねの概算工事費で計算させていただいてきたものでございます。設

計業務委託発注後、成果品として上がってきた数量、金額等を精査した結果として、現在

……。

委員（吉田 基君） いつの時点で分かったのかということを。
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委員長（今田佳男君） 今答えますから待ってください。

資産活用担当課長（井上顕良君） 設計業務完了後という形になります。

委員（吉田 基君） それがいつ。

委員長（今田佳男君） 設計業務完了がいつ頃とかというのは答弁できますか。

ちょっと待ってください。

委員（吉田 基君） そういうのは、委員長がばしばし言わないと言わないのよ。委員長

はよく言わないだろうけど。

委員長（今田佳男君） 資産活用担当課長。

資産活用担当課長（井上顕良君） 令和４年度の末だったと思います。

委員長（今田佳男君） 吉田委員。

委員（吉田 基君） 今何年度。６年の予算をやっているのだろう。令和４年の末という

たら、令和５年にはとっくに把握できているだろう。それを何で今まで伏しているの。隠

していたのか。部長。

委員長（今田佳男君） 待ってください。

委員（吉田 基君） 隠したということよね。

委員長（今田佳男君） 総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） 設計が、業務が完了したのが令和４年度末でございます

が、このたびの令和５年度、令和６年度に、２か年にわたって予算がまたがったわけでご

ざいますが、その中で今度、起債の対象となる事業費というのが確定したのがこのたびの

５年度予算、６年度予算ということでございますので、分かった時点ということもござい

ますし。全員協議会等も令和５年度にもさせていただいたと思っていますが、その中にお

きましても、委員の言葉をお借りしますと、説明する場があったのではないかと言われれ

ばそのとおりだと思っていますが、結果といたしましてこのようになっていますが、鋭

意、工事進捗には取り組んでまいりたいと思っています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 吉田委員。

委員（吉田 基君） 今設計図ができたら、その時点で仕分できたという。あなたが言う

のは、令和５年度で起債が今度。起債なんかができるのは最初から分かっているよ。庁舎

は皆起債でやるのよね。足らずまいは。そんなことは分かり切っているだろう。素人をご

まかすようなことを言っては駄目よ。
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いつの時点ではっきりしたのか、もう一遍確認しておくわ。なぜ説明しなかったのか。

委員長（今田佳男君） 総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） 我々も隠したわけでございませんので。

委員長（今田佳男君） 吉田委員。

委員（吉田 基君） 隠していなかったらどういうことね。

委員長（今田佳男君） 総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） ちょっと言い方が悪かったかもしれませんけれども、設計

業務が完了した後に説明ができていなかったいうことは、ここはおわびするしか、申し訳

ございません。

委員長（今田佳男君） 吉田委員。

委員（吉田 基君） これは議会軽視ではないんですか。一大イベントを、庁舎というの

はさんざんもめて、言いたいことはいっぱいあるけど、我慢してきている。そういうこと

を、隠したわけではないけど、結果そうなったいうことでは済まないのではないの。い

や、５０％がオープンになると、ちょっと今さら言いづらい。おおむねそういうところが

本音ではないのかね。でたらめやるのもいいかげんにしないと駄目よ。私はそう思うよ。

みんなはどうか分からないよ。何でもかんでも追従するのだから。しかし、そういうこと

は許されないぞ。

委員長、ちゃんとしないと駄目よ、委員長。大事なことを聞いているのだ。もういい

わ。

委員長（今田佳男君） もういいですか。

委員（吉田 基君） うん。

委員長（今田佳男君） ほかにございますか。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

では、８９ページになります。

統計調査費の２番、一般事務に要する経費、一般事務に要する経費に質疑のある方お願

いいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。
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下の指定統計調査に要する経費に質疑のある方お願いいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

１０７ページ、３番の人権教育啓発活動に要する経費、人権教育啓発活動に要する経費

について質疑のある方はお願いします。

すみません。のうち、ごめんなさい、同和問題です。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

１４７ページをお開きください。

１番の労働者福祉事業に要する経費、労働者福祉事業に要する経費について質疑のある

方はお願いします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） 次に参ります。

雇用対策に要する経費、雇用対策に要する経費について質疑のある方はお願いいたしま

す。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） 次、１５１ページになります。

１５１ページの上の２番、一般事務に要する経費、質疑のある方はお願いします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） その下３番、農業振興区に要する経費、質疑のある方お願いしま

す。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） ４番、経営所得安定対策に要する経費について質疑のある方お願

いします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） ５番の地域おこし協力隊に要する経費。

下垣内委員。
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委員（下垣内和春君） １５１ページ、地域おこし協力隊に要する経費の１８番、地域お

こし協力隊起業等の支援事業補助金、これは新規になっているのですが、１００万円の計

上がされていますが、そういう方がいらっしゃるから計上されているのかと思いますが、

これの事業内容と事業効果についてお伺いします。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 地域おこし協力隊起業等支援事業補助金でござ

いますが、こちらにつきましては、地域おこし協力隊として３年間、任期を終えました協

力隊が起業される場合に、この者に対して補助金を交付するものでございます。

現在、郷土産業振興館のほうにいるということで、今地域おこし協力隊を雇用していま

すが、このスタッフが６年９月末をもって隊員の満了になります。現在は漁師をしたいと

いうことで修行していますけど、実際にそういった場合に、補助金等を活用いただける場

合は、この補助金を交付するということで用意させていただいているものでございます。

これによりまして、隊員が任期満了後も引き続き竹原のほうに残っていただきまして、

退任後の活動もしていただけるということで、効果あるものと考えています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） いいですか。

委員（下垣内和春君） 分かりました。

委員長（今田佳男君） ほかよろしいですか。

高重委員。

委員（高重洋介君） 同じところなのですけど、これまでもう１０年来、多くの協力隊が

来られたと思います。ほとんどの方が３年契約で、その後は、先ほど言われたような、事

業がなくて竹原を去られた方も多くいると思うのですけど、今現在、実際に協力隊はどれ

ぐらいの方が竹原にいるのかお聞きします。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 現在協力隊として従事している方でございます

が、まず、先ほど言います郷土産業振興館に関わって１名と、観光まちづくり機構のほう

に２名協力隊のほうが配置されているので、計３名ということでございます。

委員長（今田佳男君） 高重委員。

委員（高重洋介君） ちょっと私の勉強不足かもしれませんが、これまでの協力隊の

方々、特に最初の方、小梨地域でどういう活動をされていますよというものは、すごく私
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たちにもいろいろと、市のほうもありましたけど、最近は正直言ってあんまり見えていな

いと。これまでたくさんのいろんな方が来られたと思いますが、失敗例と言ってはいけな

いのですが、他の市町を見てても、失敗例とか、いろいろあるではないですか。特にそう

いった、その失敗を次に生かせばいいのですけど、そういった事例ってありますか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 本市におきましては、これまで地域おこし協力

隊ということで任期満了した方が３名ございますけども、残念ながらこの３名がそのまま

竹原市に残って永住いただきながら様々な活動をいただくというところにつながっていな

いというのは、協力隊そのものの国の制度の目標が、地域に３年隊員としていて、その後

もそのまま引き続き地域を盛り上げていただくという趣旨と考えていますが、この点、３

名が皆市外に転出されたという部分については、制度の趣旨からとしても、もう少し何と

かしていきたいなというふうには考えているところでございます。

委員長（今田佳男君） 高重委員。

委員（高重洋介君） そこなのですよね。竹原市のために市外から来ていただいて、いろ

んな資格を取りながら、いろんなことをやりながらやっていただいた方々が、３年たった

ら、はい、いませんよという形そのものがおかしいと思うのですよ。

国の制度として３年間というものがあるのであれば、その３年間していただいて、どう

しても竹原に必要な人材であれば、そこから竹原市が何とかしていかないと。この人たち

にも人生があるのですよ。一番大事なときにこの竹原で全てをささげて、気がついたらも

う３０半ばも過ぎているとか。これ、人生、取り返しがつかないですよ。

そういったことを鑑みれば、今回の準備金みたいなものは絶対必要であると思うのです

よ。今後も、いろんな、竹原のために来ていただいて、そういうことを、力になってもら

える人を本当に一生涯守っていけるような竹原で制度をつくっていただきたいと思います

が、最後にその辺を質問します。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 今委員のほうが言われますように、せっかく、

若い方が多いので若いときにという表現をさせていただきますけども、３年間、竹原市の

ために頑張っていただいているという状況がございます。全国的には、６５％ぐらいの方

がそのまま残られているという数字も出ているようでございますが、竹原市は残念ながら

残っていただけなかったということもございます。
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今回、９月末で隊員が、任期満了の方は、幸い漁師のほうになりたいということで、今

漁協のほうが協力いただいて修行しているところでございますが、今後におきましては、

隊員として赴任いただいた方が残れるような仕組みをしっかり検討させていただきなが

ら、この協力隊制度を活用していきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

その下の農業振興対策に要する経費、これは次の１５３ページにまたがります。

農業振興対策に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

では、次に参ります。

宇野委員。

委員（宇野武則君） 産業振興費だから、産業館はいいのですか。

委員長（今田佳男君） まだです。次の次です。

では、次に参ります。

１５３ページ、２番の中山間地域等直接支払制度に要する経費について質疑のある方お

願いいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では次に、３番、郷土産業振興館管理に要する経費について質疑

のある方お願いします。

堀越委員。

委員（堀越賢二君） すみません、お先に失礼いたします。

今回は指定管理者ということで、郷土産業、この経費のほうが、ざっくりというか、委

託料ということで６１０万９，０００円ということで出ていますが、昨年だとすれば、経

費の中にはもろもろかかった費用というのがそれぞれ明記をされていましたが、このこと

についてであります。

加工用の原材料とかが昨年は振興館のほうの経費として入っていましたが、これは委託

料とは別のところで何か表記されるのか、その点についてお伺いします。
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委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） こちらの委託料６１０万９，０００円でござい

ますが、こちらにつきましては、いわゆる原材料とか、そういったものではなく、そうい

ったものについては、加工所のほうが売り上げた収入で充てていただくというか、ふうに

考えていまして、こちらの委託料につきましては、館の設置目的でございます産品開発、

あるいは地域の人に調理場を使っていただくとか、そういう公的利用部分の費用を積算さ

せていただきまして、その積み上げがこの金額ということで指定管理料とさせていただい

ています。原材料、そのほか加工賃、施設のある程度かかる維持費等については、売上収

入をもって充てていただくというふうに考えています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 堀越委員。

委員（堀越賢二君） 私もそういうふうに理解をしていますので。

そこで、今まで施設運営等の委託料だとか、浄化槽とか機械器具の保守点検というもの

がもろもろ入っていて、その部分だという、それ以外ということで、５００万円ほどの原

材料のものを、前回の委託のところで委員会でも少し意見を言いましたが、指定管理者の

ほうが、得意分野であれば、割とその収入のほうの見通しというか、産品の開発ももろも

ろ協力隊さんも含めて構築されていくとは思うのですけれども、そこに売上げで賄うとい

うところが少し何かおんぶにだっこのような気がして、行政が持つ責任の度合いというと

ころが少し軽いのかなというふうに私は感じるのですけど、その点についてはいかがでし

ょうか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） まず、指定管理料の考え方につきましては、先

ほど説明させていただきましたとおり、公的な事業に対して計算をさせていただいていま

すが、指定管理者と指定させていただきました漁協さんの活動の範囲ではございますが、

令和４年度の実績というところで申し上げますと、歳入が約９８６万円ということで約

１，０００万円弱ございまして、歳出が１，６１０万円程度ということでございます。指

定管理料が６００万円程度ということでございますので、まずは経費的にはおおむね歳入

歳出、近い金額になっているかなというふうに思っていますけども、漁協さんのほうが運

営いただくということで、例えば魚のことには詳しいですので、どういった食べ方がいい

とかというのが、市が運営するよりはよりいい形でケアしていただけるという部分もあり
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ますし。現在、加工所のスタッフについては、曜日を指定して何人何人とかというてやら

せていただいているのですけども、漁に出なかったということで水揚げがないのに来てい

ただくということもございますので、こういうことが漁協さんが運営いただくことによっ

てそういったロスもなくなるのではないかというふうに考えていますので、歳入増と経費

の節減において運営が安定するような形で取り組んでいただけるのではないかと期待して

います。

委員長（今田佳男君） 堀越委員。

委員（堀越賢二君） 分かりました。

もう一言申し添えるのであれば、これはちょっと委員会のほうとも重なるところもあり

ますが、商品開発、もろもろ、運営に偏りのないように、郷土産業振興館でありますか

ら、竹原市全体のいいものを発信していくためのそういうところでございますので、ぜひ

その点をしっかりと推進をしていただくように市のほうもしっかりとサポートをしていた

だきたいと思いますが、この件についてお願いいたします。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 現在の売上げを紹介させていただきましたが、

水産物が約７６０万円ぐらいで、農産物関係も現在２００万円ちょっとございます。それ

は、峠下牛を使った牛スジ煮込みとか、タケノコの水煮とか、吉名のジャガイモを活用し

たものとかさせていただいていますが、現在運営に関わっています協力隊員が任期満了後

は漁業をしながらこちらも手伝うという形で今準備させていただいていますので、３年間

で一定にはノウハウを引き継げているのではないかと思っています。

そうはいいましても、市の施設でございますし、特産品開発ということになれば、今後

ふるさと納税でも大いに貢献いただきたい施設でございますので、市においても、引き続

き漁協と協力しながら運営には当たっていきたいと思います。よろしくお願いします。

委員長（今田佳男君） ほかございますか。

川本委員。

委員（川本 円君） 同じく、郷土産業振興館管理に要する経費のところでお聞きしま

す。委託料ということでございます。

ここで生産された生産物、加工物というのは、私の知っている範囲ですと、ふるさと納

税の返礼品であったりとか、道の駅、海の駅の売店に卸しているとか、学校給食というこ

とになっているはずでございます。
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収支のこと、先ほども出ましたけども、始められてから結構な日数がたって、完全黒字

には至っていないと。今回、ＤＭＯの力を借りて、また先ほどから出ているように、協力

隊の力を借りてより進んでいくというふうに委員会のほうではお聞きしたところでござい

ますが、当然のことながら、卸している場所以外の新規市場の開拓に向けてどういうふう

な動きをされているのか、その経費というのはこの委託料の中に含まれるかどうかも併せ

てお願いします。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） まず、営業といいますか、収益を伸ばすための

取組ということでございますが、当初は道の駅とかスーパー等に物を置いていただいてい

たというところがございますけども、現在は、飲食店等についても、魚を卸すということ

で、いろいろ飲食店に御紹介いただいて、東広島の飲食店等も何件か卸したり、そういう

形で、まずは地域の卸す先は増えてきているような活動をさせていただいています。あわ

せて、ふるさと納税で、いろいろふるさと納税のサイトを見ていますと、どういうものが

うけているかというのを調べながら、単に今までですと魚の下処理をしたものだけ送らせ

ていただいていたのを、刺身の柵にしたものを毎月送らせていただくとか、冬になれば鍋

にセットしたものを作らせていただいて送ったりとかという形で、地域の取引先を増やす

とともに、そういう形でインターネットを活用した販売も増やすというような取組をさせ

ていただいています。

そのような形で販売先を増やすということで、収益について上がるようにしていきたい

なと思っています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） いい。もう一回行く、もう一個。

委員（川本 円君） そういった……。

委員長（今田佳男君） 川本さん、ちょっと待ってください。もう一回聞きなさい。

川本さん、もう一回、漏れがあるのだろうから。

委員（川本 円君） ごめんなさい、僕がちょっと質問が悪かったですね。

そういった新規開拓とかを新たにやっていくのは分かるのですけど、そういった開拓す

るその労務はこの委託料の中に含まれていますか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） こちらにつきましては、あくまでも試算上では
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ございますけども、公共的事業ということで、館の管理運営という形で試算はさせていた

だいていますけども、その運営者は、先ほどいいます地域おこし協力隊を想定しています

ので、全てにおいて含まれているようなイメージで考えていただいても結構かと思いま

す。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

委員（川本 円君） はい、分かりました。

委員長（今田佳男君） すみません。ここで、傍聴の許可申請が出ています。中国新聞の

渡部記者より傍聴の許可申請が出ていますが、許可してよろしいでしょうか。よろしいで

すか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、許可します。

では、次に参ります。

その下、１５３ページ、その下、畜産振興対策……。

まだ、ごめんなさい。宇野委員、すみません、ごめんなさい。

委員（宇野武則君） 郷土産業振興館、あれは年間どのぐらい一般の方の見学とか施設使

用とかというのがあるのですか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 施設の見学またあるいは利用という部分でござ

いますけども、施設利用、利用料という形でいただいておりませず、今加工委託等を受け

させていただいていますので、どのくらいという件数については、すみません、この場で

持ち合わせていないので、また確認して報告させていただきます。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

宇野委員。

委員（宇野武則君） せっかくの貴重な施設なので、いろんな面で活用することが建設し

た目的に沿うものであるのでね。特に今、タイは組合長が取っているのだろうが、一般の

魚がほとんど今取る人がいないのよ、漁業組合に。今度、後継者が、この後継者は、よそ

の後継者を見ていると、組合と地域が物すごい面倒を見ているの。それで、定着するとこ

ろが多いわけよ。特に、東北のほうの定置網なんかも、若者が、相当後継者が増えて、地

域の活性化になっているようなものもありますが、竹原はなかなか育たないのよ。そうい

う面が、貴重な人だから、もうちょっと行政も含めて、組合が中心になって育てていくと
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いう気持ちが大事なのだというふうに思うのですがね。特に、今そういう面で、昔から、

素人の人が釣った魚でもどんどん買い入れると。ただでやったら漁業者も困るわけよ。だ

から、今、これからはメバルとか高級魚が、アコウとか、どんどん素人の人が食い切れな

いだけ釣るので、そういう場合には、漁業組合が買い取ってあげるようなことをすれば、

そういう資源は大分助かると思うのですがね。

今、この前も、私は月に２遍ぐらいは道の駅も行って売店をずっと見て回るのだが、最

近、タイでもよく売れるということは聞いています。それから、海ブドウが、もうちょっ

と温度を上げたらもうちょっと太くなるようなことも聞いていますのでね。三原の道の駅

も売っているのでしょう、今でも。だから、そういうものを拡大していくような施策をつ

くって、もう総合的に応援していくと。１人漁師の方がいついたら、次の方もまたそうい

う可能性があるのでね。漁業者は今全滅のような状態ですよ。三原のこれは漁業組合、一

人もいないような状態になってきているので、豊島なんかでも、５００人いたが、今百

四、五十人でしょう。だから、どんどんどんどん准組合員を入れるようにしているのだ

が、竹原は門戸が狭い。厳しいのよ。だから、そこらも含めて、後継者づくりにもうちょ

っと力を入れてやってもらいたいのですが、そこらの取組についてちょっとお聞きしてお

きます。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） まず、１点目の後継者の育成ということでござ

いますが、先ほど来紹介させていただいていますが、現在、県の制度を活用させていただ

きながら、漁船につきましては、もう漁業を引退しようかという方のをお借りしながら後

継者の育成を図っているのですけども、費用面については、県のほうに負担いただきなが

ら、指導いただいた方にはちゃんと報酬を払うとか、そういう形で県も漁協も挙げて今御

協力をいただいているところでございます。

こういうサポートがないと、なかなか今漁業で独り立ちしていくのは難しい部分がある

かと思いますので、いろいろ活用できる制度を活用しながら、また漁協とまた連携をしな

がら後継者の育成には取り組んでまいりたいと考えています。

また、一般の方が釣り上げた魚の買取りということでございますけども、今量は多くは

ないですけども、手数料をいただく中で、中には市のほうに上げていただいている方もい

るようでございます。そういうことは可能なのだよということについては、市のほうもし

っかり、漁協さんとの調整をしながらＰＲさせていただきたいと思います。
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また、海ブドウについてでございますけれども、確かに、冬場は水温が下がるというこ

とから、なかなか粒が大きい夏に比べて小さいという部分がございますし、海ブドウの日

もち、賞味期限が短いというのがございまして、現在、塩漬けというのですか、塩に漬け

ると消費期限が延びるということで、今実験的に取組もさせていただいています。海ブド

ウについては、三原の神明の里、道の駅とか置いていただいたりしていますので、その日

もちがする方法もしっかり研究しながら、こちらについても竹原の特産品として売れるよ

うに取り組んでまいりたいと思います。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

委員（宇野武則君） いいです。

委員長（今田佳男君） ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

その下の畜産振興対策に要する経費、畜産振興対策に要する経費に質疑のある方お願い

いたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） １５７ページになります。

真ん中から下、１番の鳥獣被害対策に要する経費、鳥獣被害対策に要する経費について

質疑のある方お願いします。

下垣内委員。

委員（下垣内和春君） １５７ページ、鳥獣被害対策に要する経費の１７番、管理用備品

１，３３４万１，０００円と、本年度の当初予算よりは８００万円以上増えているわけで

すが、これの事業の内容について教えていただきたいと思います。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） こちらにつきましては、近年、吉崎地区のブド

ウ園のほうにイノシシあるいは鹿が出ているということで、イノシシ、鹿対策ということ

で予算のほうを計上させていただいていますが、ワイヤーメッシュ柵で農地を囲うという

ことで、延長にすると約８，８００メートル程度の囲いを作るということで、予算が大き

くなっています。

もう一点が、こちらもブドウ園の対策でございますが、カラス対策ということで、こち
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らについては、約５，０００平米程度、カラスのいわゆるテグスを張るということで、用

意させていただいているものを合わせて１，３３４万１，０００円ということでございま

して、こちらによりまして、竹原市の特産品でありますブドウの獣害被害を防止していき

たいと考えています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 下垣内委員。

委員（下垣内和春君） ブドウについては、私もよく知っていますので、竹原市の貴重な

生産の一つだと思いますが。それにしても、竹原市は広いので、その中で鳥獣害の被害は

市内的にだんだん拡大しているわけですよね。その辺について、今後そういう対策をどう

いうふうに取っていくかについてお伺いいたします。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） まず、管理用備品については、これまでも地域

でいうと小梨地域、高崎、東野、今回吉崎ということで対応させていただいています。こ

ちらによりまして、鳥獣害被害が一定には防止されているかと思っています。

北部地区につきましては、中山間地域の取組をいただいていまして、その交付金の中で

鳥獣被害対策を実施していただいているというところがございますが、現在、イノシシの

ほうも、その柵に慣れて、結構今の柵ではちょっと防ぎ切れていないのだという御相談も

いただいていますので、そちらについては、こちらの管理用備品を活用しながら、地域の

皆さんといろいろ協力をしながら対策に取り組んでまいりたいと思います。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。いいですか。

宇野委員。

委員（宇野武則君） １５７の１の７ですが、有害鳥獣捕獲報償６００万円余りあるわけ

ですが、今の話を聞いていましても、元を絶たないと、殺処分をやる以外にないのだろう

と思う。それはいたちごっこになる。そして、この前もちょっと新聞報道か何かありまし

たが、動物園の餌にするとかというようなことも検討しておられるようですが、これは捨

てるよりはまだいいですわね。そして、農家にとっては死活問題ですからね。鹿が立った

らちょうど口に入るのよ。だから、ブドウが一番被害を食うのよ。猟友会と協議して、今

宿根のほうでも、もう鹿は物すごい数だと聞いているのですが、そこらを、どのぐらい生
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息させて、どのぐらいをやったらこちらへ出ないようになるというようなことは、大体分

かってくるだろうと思うのだが、山に餌がないから出てくるのか、環境がそうなっている

のかよく分かりませんがね。この柵をやってたら、毎年毎年、切りがないよ。それは、今

言うように面積は物すごく広いわけだから、うちもやれうちもやれと言い出したら切りが

ないし、だから元を絶たないとしょうがないのよ。かわいそうだけど、駆除を１，０００

頭いたら５００頭ぐらい駆除して、その状況を見て対応していかないといけないと思うの

ですが、その点についてどうですか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 鳥獣被害対策につきましては、まずは駆除する

という部分と、そして被害を受けない防止という、２本立てで対策を打っていく必要があ

るかと思っています。

防止対策につきましては、先ほど説明させていただいたような取組でございますが、駆

除につきましては、令和６年度の予算では、イノシシ６３０頭、また鹿４００頭というこ

とで、両方合わせて１，０００頭余りの駆除の報償金を予算とさせていただいていまし

て、例年、３年、４年の実績も、おおむね両方合わせて１，０００頭ぐらい駆除させてい

ただいています。しかしながら、増えるほうが多いということもございますので、市にお

いてはそのような取組と、今県のほうも、広域化の取組ということで、今年度、隣の安芸

津町と竹原が一緒になりまして、ちょうど赤崎のあたりでわなを仕掛けて駆除するとか、

だんだん動きも広域的な動きを検討させていただいていますので、また駆除を専門にやっ

ている、なりわいとしている方も東広島市さんのほうにいて、そういう方に現在、指導い

ただいたりという取組をさせていただいていますので、防止対策はしっかりしながらも、

駆除のほうもしっかり、数字が上がるように、いろいろ研修等を積んでいきたいと思いま

す。

宿根の鹿についてなのですけども、今あそこが鳥獣保護区に指定されていまして、なか

なか駆除が難しい部分と、住宅が非常に密接しているので、わなとか鉄砲を打ったりとか

できないエリアということで、今駆除の方法にいろいろ悩んでいるところでございますけ

ども、こちらについては、猟友会さんとも、保護区の幅を狭くするとか、そういう相談も

県とさせていただいていますので、様々な形で駆除と防止に取り組んでいきたいと思って

います。

以上でございます。
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委員長（今田佳男君） 宇野委員。

委員（宇野武則君） どっちにしても、３月から４月頃になったらイノシシがどんどんど

んどん道路も出てくるのよ。私は５時頃、安芸津まで漁業組合へちょこちょこ朝暗いうち

に行く場合に何遍も出会ったのよ。飛び出てくるのよ。そういう面もあるし、このまちへ

下りてこないような一定の方法も考えていかないとね。山陰のほうへ行ったら、ずっと山

のほうへ皆柵をしていますわね、イノシシと鹿の。そういうふうにして交通安全を守って

いるのよ。だから、駆除以外にないと思えるのよ。だから、猟友会と。あそこへ逃げてい

くのよ、宿根に。保安林、保護地域に、分かっているのよ、これらも。だから、そこへ、

鉄砲打たれないからだあだあ逃げて増えるのよ。だから、そこらを、今法律をどういうふ

うにできるのか、ちょっと一時的に解除できるのかどうか分からないが、あそこをちょっ

と、そういう面では、駆除したらまたよそへ行くのよ。だから、いたちごっこというのは

そこよ。だから、総合的に、県とも協議して、駆除していかないと、１年間、ブドウにな

ったのをもぐ時期に来たなと思ったら、立ったらちょうどいいのだそうですわ。だから、

それは農家はがっくりよ。だから、そこらを今後課題として、ＪＡさんとも協議して対処

してください。

以上です。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

堀越委員。

委員（堀越賢二君） 確認をさせてください。

先ほどの中のことで、令和６年度の予算にはツキノワグマ対策協議会負担金というの

が。近年、熊の出没で様々な被害が出ている。数年前には、竹原市内、東野の奥ですか、

死骸か何かが発見されたというようなことも少し覚えています。そういう中で、広島県全

体の中のこの取組として、竹原市もこれに参画をしたという認識でよろしいでしょうか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） こちらの協議会につきましては、平成１３年か

ら設立されていたものでございまして、主には県北の地域のほうで創生されていたところ

でございますけども、本市においても、昨年ですか、熊のほうが出たということがござい

ましたので、こちらに加入をさせていただきました。ということで、今回、新規事業とし

て上げさせていただいています。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。



- 74 -

ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

１６１ページ、水産業振興、一番上の水産業振興に要する経費について質疑のある方お

願いいたします。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、ここで、２時２０分まで１０分間休憩いたします。２時２

０分に再開いたします。

午後２時１０分 休憩

午後２時１８分 再開

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） すみません。先ほどの質疑の中で、加工所の民

間の方の利用はどのくらいかということで宇野委員より質疑いただいていますけども、今

６社から加工業務を受けまして対応させていただいています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 宇野先生、よろしいですか。

委員（宇野武則君） はい。

委員長（今田佳男君） では次、商工費に参ります。１６３ページになります。

人事管理の下の２番の商工業に要する経費、商工業に要する経費について質疑のある方

お願いします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） 次、３番、企業誘致事業に要する経費、お願いします、質疑のあ

る方。

下垣内委員。

委員（下垣内和春君） 企業誘致事業に要する経費、新年度は３８万１，０００円、昨年

度も４４万５，０００円。この何年間かずっとこのぐらいの金額で推移はさせていただい

ていますが、令和６年度の企業誘致の取組はどのように考えていられるのかお伺いしま

す。
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委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 企業誘致の取組ということでございますけど

も、先日は一般質問のほうでも御答弁させていただいた部分はございますけども、今竹原

工業・流通団地が全部完売したということでございまして、今は民間の遊休地を活用しな

がら民間と連携をして企業誘致に取り組んでいるところでございますが、一方では、そう

いった箱物の誘致から人材、オフィスの誘致ということにも取り組んでいまして、竹原で

やっていますＤＸ事業で、スタートアップのほうの成長を育成させ、こちらのほうに事務

所を構えていただく取組とか、また竹原のほうに、町並み、今事務所を構えていただいて

いますが、そういう事務所誘致を図りながら、いわゆる工業団地等の箱物の誘致とオフィ

ス誘致と並行、両方を取り組んでいきたいということを考えています。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） 次に参ります。

４番、工業団地に要する経費、質疑のある方お願い。

高重委員。

委員（高重洋介君） すみません。この中の草刈り委託料は大丈夫ですよね。道路の一部

だからね。

委員長（今田佳男君） はい、大丈夫です。

委員（高重洋介君） すみません。先ほども言われていましたが、全体的に埋まったと。

その中で、昨年度より６万円ぐらいちょっと草刈りの委託料が上がっています。これはど

この草刈りをされるのかお聞きします。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） こちらについては、竹原工業流通団地内の市道

部分は建設課、実は一緒にこの中に入っているのですけど、産業振興課については、各団

地内の市所有のそういうのり面等の草刈りを対応させていただいているところでございま

して、例年３か所、伸びたところを順次ということで、来年度も３か所を予定させていた

だいています。

委員（高重洋介君） 分かりました。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。
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委員（高重洋介君） はい。

委員長（今田佳男君） ほかございますか。

宇野委員。

委員（宇野武則君） 最後の竹原工業流通団地送水施設設備工事負担金、これはどういう

事業なのかお聞かせください。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） ただいま御質問いただいた竹原工業流通団地送水設備工事

負担金でございます。

こちらのほうは、工業団地を設置する際に、当時の水道課と竹原市が協定を、覚書を結

んで、整備に係る費用を償還する事業でございます。

こちらは令和７年度まで償還金が発生して、令和８年度以降につきましては、ここに計

上している工事負担金、維持管理費、修繕工事、こちらについては負担がもう発生しない

ということで、昨年１２月に竹原事務所長と企画政策課、財政課と協議をして、話で決定

をしています。

以上です。

委員長（今田佳男君） 宇野委員。

委員（宇野武則君） これは、当時は私がかなり関係していて、県がこれを、竹原市に見

てもらいたいということで当時話した経験がありまして、そのとき下水とこの水道管をや

ったのだね。その流れが今来ているということですか、今負担金を払っているという。

委員長（今田佳男君） 企画政策課長。

企画政策課長（大川真功君） 今委員おっしゃられたとおりで、そのときの設備の負担の

償還で令和７年度までということになっています。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

その一番下の商工業振興対策に要する経費、これは１６５ページの中頃までまたがりま

す。商工業振興対策に要する経費について質疑のある方お願いします。

平井委員。

委員（平井明道君） 竹原発スタートアップ支援事業の未来技術人材育成事業補助金、地
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域おこし協力隊員報償、地域おこし協力隊員活動経費補助金、改めて事業内容と成果を、

具体的に何をやっているのか教えてください。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） まず、１点目の未来技術人材育成事業補助金で

ございますが、こちらにつきましては、現在、町並み保存地区のほうに実施をしています

ＲｅＧＡＣＹ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｇｒｏｕｐと連携をしまして、いわゆる新しい技

術を持ったスタートアップを今、すみません、これは令和５年度ですが、６社、スタート

アップを誘致し、育成させていただいているところでございます。

６年度についても、同程度のスタートアップを竹原に呼び込みまして、いろいろな実証

を進めて、その後、できたら竹原のほうに定着するようなという取組をさせていただいて

いるところでございますが、６年度については、これからということになりますので、５

年度の事例で御紹介させていただけたらと思いますが、５年度につきましては、６社のう

ち３社が観光系のスタートアップが来ています。

１つが、ＡＩを活用いたしまして観光情報を発信、あるいは竹原をこういうふうに回っ

たほうがいいよとかというような、そういうものをＡＩを活用して、直接スマートフォ

ン、利用者のほうへ送らせていただくものとか、あとは先日一般質問でも説明させていた

だきましたミステリーツアー、この会社はアプリを作っている会社なのですけども、もう

１４万ダウンロードぐらいされているような、そういった会社が今リアルでいろいろ竹原

に取り組んでいるということ。もう一社については、保育所留学ということで、市内の幼

稚園、保育所と連携をしまして、都会のほうの子育てされている夫婦を１週間から２週間

竹原に滞在いただいてというような仕組みですが、今年度は３組おいでいただいて、うち

１組はシンガポールのほうから来られるということでお聞きしています。その他は、鳥獣

被害対策ということで、駆除した鹿肉を動物園のほうに届ける仕組みを構築する仕組みと

かですね。もう一社については、それこそ新技術ということで、熱をためる技術を作られ

ている会社をこちらへお招きして、現在実証をさせていただいているというところでござ

います。もう一個は、浄化槽は普通、浄化槽管理士が全部見て回るのですけども、その水

質の汚濁をセンサーで感知して、全部データがずっとリアルに飛んでくるような仕組みを

今研究されている。こういった６社が今現在活動されています。

それぞれ市内事業者と連携する形で取り組みながら現在させていただいていますので、

本市としてはそのまま竹原で起業いただけるように支援をしていきたいという内容でござ
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います。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 平井委員。

委員（平井明道君） 令和４年から始まったと思うのですけど、４年度から、いつまでや

られると考えているのかをお聞かせください。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） こちらのスタートアップの定着については、そ

の１年間で成就するものとは思っていませんので、できたら、予算との関係等もございま

すけども、まずは３年間程度は同規模で実施させていただきたいと考えています。

委員長（今田佳男君） 平井委員。

委員（平井明道君） この財源の内訳なのですけど、国庫支出金と単市だと思うのです

が、この国庫支出金の国の補助メニューは何人なのかと、これもいつまでそれが出るのか

教えてください。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） こちらの補助メニューは、いわゆるデジ田交付

金を活用させていただいていまして、これから３年間ということでございます。

すみません。その前の質問で、地域おこし協力隊の質問をいただいて、すみません、答

弁が漏れていたところがあるのですけど、地域おこし協力隊については、こちらはこの事

業と関係する内容を考えていまして、起業、創業したいと考えている方を募集しまして、

竹原でそういう、今町並みの事務所が、メンターといいまして、そういう創業相談の支援

とか、いろいろしています。企業支援をしていますので、そういう事業をお手伝いいただ

きながら、御本人も起業に向けて取り組んでいただくという、そういう希望、夢をお持ち

の方を隊員として招聘し、竹原で一緒に活動いただきたいと考えているものでございま

す。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

山元委員。

委員（山元経穂君） 今の平井委員と同じところなのですが、最初の未来技術人財育成事

業補助金で、たけはらＤＸ事業というところが、今平井委員への御答弁で分かりました。

概要のほうの４０ページにあって、たけはらＤＸ事業（スタートアップ支援）の下にあ

る未来のＤＸ人財育成事業、女性のチャレンジ応援事業というのはどういう形で進められ
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ていくのかお伺いしたいと思います。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） すみません。平井委員からも質疑いただいた、

この事業補助金の中のメニューが３つございまして、一つは先ほどのたけはらＤＸ事業で

ございまして、残りは未来のＤＸ人財育成事業、女性のチャレンジ応援事業ということで

ございます。

未来のＤＸ人財育成事業については、現在市内に、先ほど何度も繰り返しになります

が、スタートアップ６社入って様々な実証活動をしていただいていますが、市内の学生等

がそのスタートアップと交流することによりまして、その学生等が、新しいアイデア等に

触れることによりまして、起業を目指したいとか、そういう形になることを期待しての人

材育成と、また市内事業者、若い事業者の方についても、そういう若いスタートアップの

方と交流されることによりまして、いろいろ、新たな気づき、また新たな取組をしたいと

いうことが起こるかと思いますので、そういう部分での人材育成ということでございま

す。

２点目の女性のチャレンジ応援事業でございますが、現在なかなか女性のスタートアッ

プということが、全国的には起こっていますけども、竹原で飲食店等を創業される方はご

ざいますけど、そういうきっかけになればということでございまして、こちらの町並みの

事務所を活用いたしまして、女性でそういうスタートアップ等を考えている方の相談を受

けさせていただいたり、実際に実証活動のお手伝いをしたりということで、女性のチャレ

ンジを応援するというような形で進めさせていただきたいと思っています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 山元委員。

委員（山元経穂君） 未来のＤＸ人財育成事業って去年もやっていたような形の事業かな

と思うのですけど、大体それと一緒のことかと。それにプラス、ちょっとこれはあったか

どうか覚えていないですが、市内の事業者と交流して新たな産業の連携の枠組みをつくっ

ていけたらというような話かと思うのですが、その辺の確認と、２点目の女性のチャレン

ジスタートアップ企業は、これは答弁を聞き落としたのかちょっと分からないですが、デ

ジタルにかかわらず、起業していく人のということなのですかね。デジタルに関係なく、

女性のスタートアップを目指そうとする方の支援を大体人数的にはどれぐらい目標とされ

ているのかお伺いしたいと思います。
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委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） まず、未来の人財育成でございますが、昨年度

までは、国立高専機構さんと連携する形で、全国の高専生に集まっていただいて、その起

業に向けていろいろ講座を開かさせていただいたりしています。こちらについては今年度

も実施させていただいていますが、こちらの人財育成事業については、さらにそういう、

学生あるいは市内事業者とスタートアップの交流によります、新しい技術やアイデアに触

れる機会の場の提供という形で取組をさせていただきたいと思っています。

女性のチャレンジ応援ですけども、こちらについては、市内で飲食店と創業という言葉

を使わせていただきましたが、そういう創業したい方については、会議所の創業塾とか、

そういったところを御利用いただいているところですけども、あくまでもスタートアップ

ということでございますので、交付金もデジタル交付金を使っていますので、デジタル技

術を使うなりとか、新たな形のことをしたいというような女性のスタートアップを想定し

て事業は考えています。

どのくらいかということで、すみません、具体的な目標値は現在定め切れていないので

すけども、現在竹原市にスタートアップで来られている方のうち女性の代表者が２名いま

すので、市内でもそのくらい、２名程度は何とか起業していただけたらという期待は持っ

ているところでございます。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 山元委員。

委員（山元経穂君） 女性の起業家もぜひ育ててほしいし、少しでも竹原で起業してくれ

る、将来を竹原市で起業したいというような学生も増えてくれたらなと思いますし、市内

事業者とデジタル企業が結びついていって、また新たなビジネスが起こっていったらいい

と思います。

それで、先ほどの企業誘致に要する経費のところで下垣内委員が、これからの企業誘致

に関してどうするかというような質疑があって、その中では箱物誘致からＤＸのほうの企

業に誘致をしていきたいというのがあったのですが、ちょっと下垣内委員の質疑とかぶる

かもしれないですが、今年度は６社でした。次年度、来年度、令和６年度は、言える言え

ないはあるかもしれないですが、新たなＤＸ企業が見込まれる見込まれないというような

予測があって、話せる範囲でもしお話しできればお聞かせ願いたいと思います。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。
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観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 来年度の取組でございますけども、来年度も同

程度、６社ぐらいの誘致を図りたいと考えています。こちらの数字ではございますけど

も、おおむね、現在運営いただいているＲｅＧＡＣＹ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｇｒｏｕ

ｐさんと連携を図る中で、何とかそのくらいはいけるのではないだろうかということで、

今調整はさせていただいているところでございます。

委員長（今田佳男君） 山元委員。

委員（山元経穂君） 本当にもう６社来たら、合計で１２社ですね。これは結構な。任意

ですが、シリコンバレーというか、そういう形でＤＸ企業の集成というか、形成がなされ

ていくと思うので、ぜひそれは目指していただきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。

委員長（今田佳男君） よろしいですね。

堀越委員。

委員（堀越賢二君） 同じところの未来技術人財のところになりますけれども、先ほどか

らそれぞれの委員さんの質疑がありまして答弁をいただきましたので、そのものについて

は結構です。

この予算のほうが、令和４年から令和５年いうところで２，３００、２，２００、令和

６年についてはもう約３，０００万円ということで、前年に比べても３割５分ぐらいのア

ップということになっています。これは、事業実績も踏まえて、およそ予定されるであろ

うそういう参画をしてくれる方を、より中身の濃い、有効的にこの予算をここに使ってい

こうという、そういう意味合いでの予算の３割５分増しというような形で考えてよろしい

でしょうか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） こちらの予算２，９８４万円ですが、昨年度は

たしか２，２００万円の予算を計上させていただいていたところでございます。

こちらにつきましては、先ほど山元委員からの質問でございますが、先ほどの未来人財

の育成事業と女性チャレンジ応援事業も含めてということでございますので、その部分の

増額と、現在いる６社も引き続き残っていただくという支援の部分もございますので、そ

ういうことも含めて予算が増えているという状況でございます。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。
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あとはよろしいですか。

高重委員。

委員（高重洋介君） 私は、その下の中小企業融資制度なのですが、これはだんだんと３

億円からずっと今下がってきていますよね。実際の実績がどうなのかと、正直、コロナ禍

が明けて、有利な融資を受けていたところが今しんどくなったとかというような話も聞く

んですが、その辺についてお聞きします。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 確かに、こちらの融資制度預託金については

年々減少しているという状況にございますが、こちらは貸出実績に基づいてということ

で、毎年精査をさせていただいています。

ずっと貸出しについては、令和３年が例えば１億１，０００万円、このコロナ資金とか

ございましたので、令和４年度が８，５００万円で、令和５年がまだ実は６，６００万円

程度ということでなっていまして、いうことでまだちょっと低い状況ということから、ち

ょっと減額をさせていただいているという状況でございます。

委員長（今田佳男君） 高重委員。

委員（高重洋介君） 実績に伴って予算を組むのが大事なことだと思います。もし、これ

からいろんなことが起きて、ここが利用されることが増えれば、追加ということで考えて

いてもよろしいのですか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） こちらについては、協調融資ということで、４

月１日にお貸しして、３月末に一旦返還いただくということでございますので、増額の場

合については補正予算として計上させていただきたいと思っています。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかよろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

その下、１番、観光宣伝に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） じゃあ、一番下というか、２の観光施設設備に要する経費です
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が、これは１６７ページの上段のほうまでつながります。観光施設整備に要する経費につ

いて質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

高重委員。

委員（高重洋介君） これは朝日山も入ります。

委員長（今田佳男君） 朝日山も入ります。

委員（高重洋介君） １６７ページの１２番、朝日山観光施設管理委託料なのですが、こ

れはどこに委託をされているのかお聞きします。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 委託先につきましては、宿根自治会でございま

す。

委員長（今田佳男君） 高重委員。

委員（高重洋介君） 以前は初日の出とか、いろいろとにぎやかにやられていたというよ

うな記憶がございます。今だったら、黒滝山とか、そちらのほうでしっかりやられている

のですけど、正直、朝日山の初日の出のイベントがなぜなくなったかといったら高齢化と

いうことだったと思います。私の所属しているクラブでも、忠海もあるし、竹原でもまた

そういったことができないかなというような声も今出ていますが、そういったときに、ま

たいろいろな御相談をさせてもらいながらやっていきますので、以上でいいです。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

委員（高重洋介君） はい。

委員長（今田佳男君） ほかにございますか。

宇野委員。

委員（宇野武則君） １点だけちょっと。

これは土地借り上げ料８万６，０００円ですが、かなりの量があるわけですが、この毎

年の予算について、呉市なんかは今年３，６００万円ほど、これは見直しをやって予算を

浮かすというような報道もありましたが、竹原市は何年に１遍か、地価の変動によって積

算、予算を変えている場合があるのですか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） この土地の借り上げ料として計上させていただ

いているものについては、当分の間、同額で計上はさせていただいていますけども、計算
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の仕方として、固定資産税評価額に対する定率を掛けるというやり方をさせていただいて

いるところでございます。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 財政課長。

財政課長（向井直毅君） すみません。土地の借り上げ、この観光施設の借り上げ料にか

かわらず、一昨年にその算定基準を固定資産税課税標準額の１０００分の６４から１００

０分の４４、これは民法上の規定に基づきまして少し見直しをかけさせていただいていま

す。今、それに基づきまして、それぞれ土地の借り上げ料の積算というのはやっていただ

いているというような状況でございます。

委員長（今田佳男君） 宇野委員。

委員（宇野武則君） この項目はいろいろたくさんあるわけですが、５，０００円だ１万

円だというのを何とか整理すればよかろうなと思うのだが。今言ったように、呉市は今年

から土地の借り上げの見直しをやるということで、大体呉市は広いから３，６００万円ぐ

らいの差額は出るだろうという予想だったのでやっているのですが、こういう問題は、竹

原市も地価がどんどん下がっていますので、５年に１遍なら５年に１遍見直しをやるとい

うことにして予算計上していかないと、ずっと並行して何年も何年もというようなことで

はいけないのですね。その点について。

委員長（今田佳男君） 財政課長。

財政課長（向井直毅君） 土地の借り上げ料につきまして、先ほども申し上げましたが、

いわゆる算定基準が固定資産税の課税標準額に基づくものでございますので、３年に１度

の評価替えに基づきまして、土地の価格が下がれば、それに応じて土地の借り上げ料も下

げさせていただくというような話にさせていただいています。

ただ、あくまでこれは相手がございますということになるので、こちらは借りる立場で

ございまして、そこは一定程度交渉という部分が生じてきますけれども、基本的には、地

価が下がればその分借り上げ料も下げさせていただくという考え方の下に、借り上げ料の

算定はさせていただいているということで御理解いただければと思います。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかよろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。
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その下、観光協会に要する経費について質疑のある方お願いします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次の４番、観光まちづくり事業に要する経費について質疑

のある方お願いいたします。

平井委員。

委員（平井明道君） 観光まちづくり事業に要する経費のまずは１２番、一番上の観光ま

ちづくり事業委託料、事業内容とその効果を教えてください。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） まず、本市の観光まちづくり機構につきまして

は、地域資源を活用した地域本来の魅力が伝えられ、高付加価値化された持続可能な観光

を実現することを目指していまして、本市の観光資源である町並み、歴史文化、自然、食

など、今ある観光資源とこれから開発する新たな観光資源を生かしながら、まずは竹原を

知ってもらうことということでブランディング事業プロモーション、またその受皿をとい

うことで環境整備、また来ていただく動機づけをするということでコンテンツという、全

体でこういう取組をさせていただいているところでございます。

こちらの観光まちづくり事業委託料１，９００万円でございますが、こちらについて

は、大きくいいまして３つの、複数の事業がありますので、１点ずつ紹介させていただき

たいと思います。

まず、ブランディング事業で、今年度ブランディング戦略のほうを作成をさせていただ

いていますが、来年度につきましては、このブランディングでしましたものを、今ロゴと

か、いろいろ作っているところなのですけども、こういったものを踏まえたパンフレッ

ト、ポスター、いろいろ、ＰＲグッズとか、こういったものを作らせていただきたいと思

っていまして、さらに、今年度まとめたブランディング戦略の時点修正等をしていく予算

としてこちらを組ませていただいています。

また、歴史的建造物・町家活用事業ということで、今年度、観光庁の補助金を活用させ

ていただきまして、竹原の重伝建あるいは大久野島の調査をさせていただいたところでご

ざいますが、来年度については、さらにこちらの調査、町並みでどういった活用ができる

か、あるいは新規事業者をどのように呼び込んだらいいかという、このような調査事業を

実施させていただきます。あわせて、今年度ホームページのほうを構築させていただいて
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いるところでございますが、こちらのホームページの保守管理運営費ということでござい

ます。

最後に、コンテンツづくりというのが重要でございますけども、このコンテンツづくり

と、あるいは新規事業者の受入環境の整備をしていくという、こういった全体で予算を組

ませていただいて、これで１，９００万円ということでございます。

委員長（今田佳男君） 平井委員。

委員（平井明道君） 続いて、この観光プロモーション事業委託料について、事業内容を

教えてください。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） こちらにつきましては、いわゆる観光プロモー

ションということでございまして、本市においては、平成２７年度から国の交付金を活用

いたしまして、観光プロモーション事業ということでいろいろ取組をさせてきていただい

たところでございますが、平成３０年度からは３年間、首都圏向けの観光プロモーション

の取組をさせていただきました。また、令和３年度からは海外向けのプロモーションを実

施ということでございますけれども、来年度については、国内、国外ともに取り組んでい

くということで、海外プロモーション事業を考えています。

内容といたしましては、海外ですと旅行博とかということで、現地の方が集まる旅行博

のほうに出向いて、市のＰＲをするとともに、海外の旅行会社のほうにツアー造成等の営

業に伺うということと、国内については、国内の各地でＰＲイベント等に参加したり、ま

たＳＮＳ等で発信するという、このような内容のものでございます。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 平井委員。

委員（平井明道君） 先日お聞きしたのですが、この観光振興のプロモーション事業でタ

イに研修に行かれたという話を聞いているのですが、これは事実で、何人で行かれたの

か、研修の成果と課題等についてお聞かせください。

委員長（今田佳男君） 予算になるから。

それでは、次行ってください。

平井さん、どうぞ。

委員（平井明道君） では、この国庫支出金のまた補助メニューは何なのか教えてくださ

い。
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委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 観光プロモーションに係る補助金でございます

が、こちらは補助金については８００万円ということでございまして、こちらは官公庁の

新規の観光メニュー開発ということの補助金を活用させていただいています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） はい、平井委員。

委員（平井明道君） では続きまして、次はこの移住定住プロモーション事業委託料と移

住定住プロモーション事業補助金、この２つがあるのは。まず、事業内容を教えてくださ

い。すみません。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） すみません。こちら、同様の内容で２つ分かれ

ているのでは分かりにくい部分はあるかと思いますけども、国の財源の関係で分けさせて

いただいていまして、まず上の６６２万６，０００円につきましては、移住相談等の対応

ということで、まずサポートセンターの運営という内容でございまして、サポートセンタ

ーを設置しまして相談対応させていただく運営費と、また移住情報の発信ということで、

ＳＮＳ等による発信、あるいはパンフレットの印刷、移住フェアの出展、こういった内容

になっています。

あわせて、この６６２万６，０００円の中には、地域おこし協力隊受入れメニューとい

うことで、新たに現在、地域おこし協力隊が３名竹原で活動しているということで説明さ

せていただきましたが、地域の課題を様々分析する中で、いろいろな業務に当たっていた

だく可能性があるかと思っていますので、いろんな業務で協力隊を招聘できるものをつく

っていきながら、地域おこし協力隊、竹原のほうで活躍いただく協力隊を増やしていこう

という、こういうメニューと、あとは。すみません、話が行ったり来たりするので。移

住・定住で、サポートセンターは設置させていただくのですけれども、既に移住された方

とかをコーディネーターとしてお願いをしまして、移住したい方の相談相手になっていた

だくような移住コーディネーターの設置という、この３つの事業が６６２万６，０００円

になっていまして、こちらについては全て特別交付税の財源になっています。

次に、一番下の３５０万円でございますが、こちらにつきましては、プロモーションと

いいましても、実際に竹原に来ていただく体験ツアーを造成させていただいたり、その動

画を作成させていただいたりというメニューになっていまして、こちらは国のデジ田の交
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付金の対象ということでございます。すみません、３５０万円が実際のツアー造成費とい

うことになります。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 平井委員。

委員（平井明道君） すみません。たくさんこのＤＭＯ関係で事業があるのですが、この

竹原観光まちづくり機構に一体何人いらっしゃるのか分からないので、あとこの１６７ペ

ージの中で人件費の予算は全て賄っているのかだけ教えてください。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） まず、スタッフが何人いるかということでござ

いますけども、現在ですと、地域おこし協力隊員としてスタッフに当たっている者が２名

と、市のほうからいわゆる派遣という形で従事している者が３名、あと、午前中にもござ

いましたが、地域おこし企業人交流プログラムの方が１名という体制で、計６名の今体制

で運営しています。

人件費につきましては、すみません、１８番の観光まちづくり事業補助金という２，１

００万円がございますが、地域おこし協力隊のスタッフについてはこちらに人件費が含ま

れているということでございますが、市から派遣の職員については市のほうで措置をして

いるという内容になっています。

委員（平井明道君） そこの線引きはない。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） ないです。

委員長（今田佳男君） 平井委員。

委員（平井明道君） これは全て入れたら２億円近くになる予算だと思うのですが、これ

はいつまでやられるおつもりなのかお聞かせください。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 本市におきましては、少子高齢化が進み人口減

少が進んでいる中で、観光客の方に多く来ていただきまして、観光消費額を上げることに

より地域経済を活性化していくということは重要かと思っています。また、移住・定住と

いうことで、移住者の方を人口増に向けて少しでも移住していただける取組が重要と考え

ています。

そういう中で、この内容の事業については、そのために実施しているということでござ

いまして、現在は機構のほうで事業は実施していただいているところでございますが、市
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として取り組んでいく事業と考えていますので、期限ということではありませんが、やっ

ていく必要がある事業だというふうに考えています。

委員長（今田佳男君） よろしいですね。

ほかございますか。

村上委員。

委員（村上まゆ子君） 観光プロモーション事業についてお伺いします。

国内・市外観光ＰＲイベントへの出展ですけれども、昨年度からされていると思います

が、これは、昨年度は何回ほどＰＲイベントに参加されて、来年度はどれぐらい参加され

る予定か、分かれば教えてください。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） こちらのプロモーション事業については、昨年

度においては予算８００万円ということで実施させていただいたところですが、いうこと

で、昨年度は海外のほうを中心に取組をさせていただいていまして、香港、台湾、タイの

ほうに職員が出向きまして、旅行博等のブースのほうに出展と、旅行会社のほうに営業を

させていただくとともに、中国語あるいはタイ語のフェイスブック等を作成させていただ

きながら市のＰＲを図っていったという内容でございます。

実際に成果としては、タイのほうからは、またツアーも造成いただきまして、竹原のほ

うに寄っていただくということで取組をさせていただいていますし、現在、中国語のフェ

イスブックにおいては、フォロワーが市のフェイスブック並みにもうついているという状

況でございまして、一定に効果はあったかなと思っています。

来年度についても、広島空港から就航している国と、また親日といいますか、日本への

旅行に興味が高いエリアをターゲットに同程度の国に営業に行ってきたい。国の数です

ね。２か国から３か国程度は営業に行ってまいりたいと考えています。

国内のイベントにつきましては、近隣も含めいろいろ御案内いただいていますので、こ

ちらについては、どこということではないんですけど、今年度も七、八回イベント参加し

て市のＰＲに努めていますので、同程度は実施していきたいと考えています。

委員長（今田佳男君） 村上委員。

委員（村上まゆ子君） 続いて、ブランディング推進事業ですけれども、こちらはブラン

ディング戦略の効果検証を図っていく事業内容、概要が書かれていますが、具体的な効果

検証はどのように行っていくのか、具体的に教えていただきたいと思います。
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委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） ブランディング戦略につきましては、現在最終

のまとめをさせていただいているところでございますけども、その中に具体的にこういう

取組をしていくというアクションプラン的な内容も入れさせていただいていますので、そ

ういったものを実施してきたか、実施の状況と、併せてそれによりましてどういった方が

来ていただいているかとか、そういうデータ分析のほうをしていきたいというふうに考え

ています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

村上委員。

委員（村上まゆ子君） アクションプランがそういった事業になるということでよろしい

ですか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） すみません。ブランド戦略の中に、ブランド戦

略と併せて、具体的にどう行動するかというアクションプランのようなものも記載させて

いただいていますので、全体的に評価していくという内容でございます。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

高重委員。

委員（高重洋介君） 大体各事業の中身は分かりました。総括的に、全体的に見て、大変

予算も大きなところでございます。これまで、今の今榮市長になって６年間で、かなり

の。観光も必要です。でも、かなりの金額がこういったところに行っています。そこに対

して費用対効果が本当に出ているのか。その辺を検証して今につなげているのか。ただ、

市民は、正直、観光にかなりのお金が行っているよねという話も出ています。本当は、も

っと住民の満足度とか、住民のための市民サービス、そういうものに私はもう少し目を向

けたほうがいいのではないかなとは思うのですが、これまでのかかった費用に対して費用

対効果のほうは、市としてどのように思っていますか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 観光施策につきましては、観光客誘致によりま

す観光消費額の増というのが費用対効果の重要な部分だと思っています。

平成３０年災害以来、コロナ禍ということで、観光客数についてはずっと減少傾向で、



- 91 -

なかなかこれまでの取組が生かせてなかった部分がございますが、昨年度からは少しずつ

でも増えてきているところでございます。そういう取組によりまして、例えば年間１００

万人のお客さんに来ていただきましたら１日当たり３，０００人弱が竹原市の、市民では

ないですけど、人が増えて経済活動をいただいていることになりますので、そういう部分

で、人が多くなれば皆さんも、ああ、そういう効果が出ているのだなと感じていただける

かと思いますので、まずは観光客の人を増やしていくということで。すみません、これま

で相当額を費用として計上させていただいたのですが、コロナ禍ということがありました

ので残念ながら数字が出ていませんけども、ＤＭＯで相当の予算も組んでいただいていま

すので、来年度以降については、観光振興計画でも観光客の目標値、観光消費額を設定さ

せていただいていますので、そこを目指してしっかり取り組んでまいりたいと思いますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。

委員長（今田佳男君） 高重委員。

委員（高重洋介君） 確かに、コロナとか豪雨災害ですか、あったことはあったとは思い

ますが、なくてもどうなのかなという部分もあると思うのですよ。いうのが、例えばプロ

モーション事業にしても、これまでコロナ前に台湾のプロモーションビデオ、２，０００

万円ぐらいだったですか、あれ、つくりましたよね。そういうものの費用対効果としてど

ういう分析をして、今回またこういう事業を行うのか、そこをお聞かせください。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） たしか、委員のほうが御紹介いただくように、

平成２８年度にプロモーションビデオを作成しまして、台湾のほうに誘致に伺ったところ

でございます。

今回の取組ではございますが、まずは広島空港からアクセスがいいところということで

もございますけども、実際に本市に訪れていただいている方、外国人につきましては、東

アジアの方面から来られる方が多いということがございますので、２８年の効果とまでは

言い切れない部分はありますけども、そういう東アジアのほうから多くの方が訪れている

ということから、台湾、香港というあたりを今年度も来年度も営業に行きたいと思ってい

ます。また、タイについては、親日という日本旅行を希望されている方が多いというお話

もございますので、タイのほうにもということで、３か国を考えているところでございま

す。

委員長（今田佳男君） 高重委員。
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委員（高重洋介君） いろいろな補助金の中で、観光のほうで行っていく事業の中、あり

ますよね。だから、それを、例えば住民サービスといっても難しい面もあるとは思うので

すけど、一般会計から出ている部分もありますので、もう少しバランスの取れた、市民が

本当に望んでいることをまずすることが一番ではないかなというふうに思います。

確かに、先ほどの２，０００万円の予算の台湾でのプロモーションビデオ、費用対効果

からいうのであれば、２，０００万円かけたら１０倍にも２０倍もしなければいけないわ

けですよね。そこが本当にできているのか。これからこれだけやる事業が本当にそれだけ

の費用対効果を生むのか。竹原市の市民が満足するのか。そういったところが大事になっ

てくると思うのですよね。

確かに、たくさん竹原に来ていただくことは大事なことですし、私も時々ちょっとよそ

の町に、例えば年末も大阪のほうへ行ったのですけど、観光客はすごいですものね。アジ

ア系の方とかが多いですよね。だから、それに負けないようにやっていくのも必要だと思

いますが、もう少し市民の足元を見てあげるのも大事なのかなと。

それと、どうしても、こういったことをやろうとすれば、いろんな企業さんとか、民間

企業さん、それは良好な関係を築いていかないといけないと思うのですね。本当に、そう

いう意味では、竹原を優先していただいたり、そういった民間企業の方々と良好な関係が

築けているのかお聞きします。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 観光関連事業者の方との関係性という部分では

あるかと思いますけども、そういう部分については、いわゆる機構のスタッフにおいて

は、こちらに移住してきたばかりとか、そういう部分で、まだまだ顔が売れていない部分

はあるかと思います。市としては、振興計画においても令和９年度の消費額目標を、質

問、先日もいただきましたが、８０億円以上ということで、これまでにない高い目標を立

てさせていただいていまして、近隣では尾道とか、４００万人を超える方が来れば、店も

いろいろ張りついて活性化もされていますので、市といたしましては、そこを何とか目指

して取組をさせていただきたいと思います。

また、関係性については、どうしても顔が見えていない部分が今大きかろうかと思いま

す。来たばかりでもありますし、計画づくりとかというのもあるかと思いますので、しっ

かり事業者の訪問をするとか、顔が見える形で関係を築いていきたいと思っています。よ

ろしくお願いいたします。
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委員長（今田佳男君） よろしいですか。

堀越委員。

委員（堀越賢二君） １６７ページの同じく１８番、観光まちづくり事業の補助金のとこ

ろの、これは確認ですけれども、コワーキングスペースは、現在の商工会議所の１階部

分、空いたところのスペースという認識でよろしいでしょうか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） はい、あそこの１階部分でございます。

委員長（今田佳男君） 堀越委員。

委員（堀越賢二君） これは今後まちづくり機構さんのほうで運営ということになるのだ

と思いますが、常設の営業というか、開館時間で、目的というか、コワーキングスペース

なので、夜遅い時間の活用ですとか早朝ですとか、ケースによっては様々だと思います

が、これは機構さんのほうで柔軟な運営をされていくという認識でよろしいでしょうか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 一定に開館時間はありますけども、利用してい

ただいている方の都合もございますので、柔軟に対応できるように考えていきたいと思っ

ています。

委員長（今田佳男君） 堀越委員。

委員（堀越賢二君） 庁舎というか、行政的に見ると、土日、祝日が休みだったり、朝の

時間から夕方の５時過ぎというような、そういうような、基本的なベース部分はそれでい

いのですけど、先ほど柔軟にということを言われちゃったので、ただそこは、機構さんが

運営していくという部分において、がちがちの行政ではないということですので、コワー

キングスペースは、民間の方がもう既にそういうものをつくって活用されている事業者さ

んもいますし、せっかく今まで、会議所が移転をした後に、ぽかんと空いたところだけが

少し寂しいなということで、この６年においては、そこがよく人の目につく場所でありま

すので、そこが何か行政的な運営の仕方だけで、何や、閉まっているではないかとかとい

うようなマイナス面の部分が出ないように、そこはしっかりと機構さんのほうに活用とい

うか、運用していただきたいと思いますので、その部分、打合せも含めてしっかりと、苦

情とはいいませんけれども、使いづらいとかといったような声が出ないようなスタートを

切ってほしいと思いますが、いかがでしょうか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。
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観光まちづくり担当部長（國川昭治君） こちらはプロモーション分を含む移住・定住ま

でございますけども、機構に委託あるいは補助しているという部分は、行政でなく、民間

のスピード感、また柔軟な対応、そういった民間で動ける、民間といいますか、社団法人

として動けるという大きなメリットがあるかと思いますので、コワーキングについてもそ

ういった柔軟な対応を検討してまいります。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

消費対策に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） 次に行きます。

一番下の地域活性化イベントに要する経費について質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次は１８９ページになります。

１８９ページ、土木費のうちになるのですが、１８９ページ、２番の駐車場管理に要す

る経費について質疑のある方お願いいたします。

１８９ページの２番ですね。上から２番目、駐車場管理に要する経費。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） じゃあ、次に参ります。

下の３番の道の駅管理に要する経費について質疑のある方お願いします。

よろしいですか。よろしいですね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

２０３ページをお開きください。

２０３ページの一番上、常備消防に要する経費について質疑のある方お願いいたしま

す。
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松本委員。

委員（松本 進君） 常備消防の分で委託料が４億６，２７０万円強ありますけれども、

予算の資料を出させていただいて、２３ページには資料があって、現行の消防、常駐の常

勤の消防署員の職員数が４４人と、そして消防力の指針というのがあるのですけど、その

指針の基準人員が７２人ということで。これは毎回言っているのですけども、本来整備す

る指針があって、それに基づいて、現在の配置が何人いるかということで、充足率という

言い方をしていますけれども、６１％でほぼ変わっていないという状況があって。お尋ね

したいのは、特に昨今いろいろ災害が起こって、その辺の備えといいますか、備えで一遍

に１００％の充足率ということまでは言っていないのですけども、常々、計画的な消防職

員の増員といいますか、これが必要ではないかなということについてちょっとお尋ねして

いきたい。

委員長（今田佳男君） 危機管理課長。

危機管理課長（岡元紀行君） 竹原消防署の職員の配置の御質問でございます。

資料として提出させていただきました整備指針による人員の配置定数でございます。こ

ちらは、消防力の整備指針の中で定められています、それぞれの人に配置されています車

両のあたりに配置する人員ということでの人員の定数ということでございます。

御覧いただきましたら、その場で７２名という数字が入っていますけれども、これは全

ての車両が常態的に動いた場合に配置すべき最大の数値ということでの数字でございま

す。

実際、災害が起きた場合は多くの車両が動くことになりますけれども、署への残してお

く人員等、そういうものを含めまして、全ての車両が出るということはなかなか現実的に

は考えづらいということもございます。また、大きな災害が起きたときには、竹原消防署

だけで対応ができない状況、こういった場合には、東広島市消防局管内におきまして第２

出動、第３出動、こうした対応を取っていますので、こうした対応を取りながら、実際に

必要とする人数ということで、今回、これまで竹原消防署が３３人、忠海分署４４人とい

う中で配置をしていますし、この人数で運用できているものと考えています。

今後、さらに人員が必要な場合、状況がございましたら、日頃から竹原消防署とは緊密

に連携を取っています。こうした状況を、管内２市１町で構成しています消防行政連絡協

議会というものもございますので、そういったところにも情報を提供させていただきなが

ら適正な消防人員を確保してまいりたいと思っていますので、よろしくお願いいたしま
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す。

以上です。

委員長（今田佳男君） 松本委員。

委員（松本 進君） ７２人という説明の分は、確かに施設の整備、これは車両とか等に

対する配置でなっているのですけれども、私がこれまで言ってきたのは、今４４人という

のが、その充足率のことを言っているのですけれども、特に昨今のいろんな災害、能登地

震なんかを見ると、どうしても広域的な地震になってくるということで、竹原市だけが起

こったのならいろんな連携で支援もしてもらうということもあり得るのですけれども、ど

うしてもいろいろ広域的に起こって、まず自らのところでそういったいろんな救助なり支

援なりを、救援活動なりをしていく必要があるということでは、一遍にこの１００％とい

うのではなくて、これまでずっと言っているのは、計画的に１人、２人とかというふうに

増やすことが可能ではないかなということで、そこを見て今までやっているということで

すから、広域的な災害では、私もちょっと不安があるのですけど、そこらはどういう対応

をお考えでしょうか。

委員長（今田佳男君） 危機管理課長。

危機管理課長（岡元紀行君） 広域的な対応ということでございますが、先ほども少し申

し上げさせていただきましたが、当然、本市内で救急でありますとか事故、災害が起きた

場合には、まずは本市の隊が対応をしているところでございます。その上で、本市、署に

一定の消防力を残しておきながら、さらに対応が必要な場合におきましては、先ほども申

しましたように、第２出動等で東広島市消防局管内での対応をさせていただいています。

さらに大きな災害となりました場合には、先日の江田島市での火災もございましたけれど

も、そういったところには広域的な応援、東広島市消防局からも応援隊を出させていただ

いていますし、さらに広域的な対応を取っていくというところでの対応となろうかと思っ

ています。よろしくお願いいたします。

以上です。

委員長（今田佳男君） 松本委員。

委員（松本 進君） 私も言い方がちょっとおかしかったのかも分かりませんが、広域的

な災害という言い方で、例えば能登地震が現実起こったら、広くいろんな地域で災害が起

こっているよということでは、そこに地元の消防団員、消防署員、そういった消防力がま

ず最初にその救命なり支援なりをやらなくちゃいけないという面で。確かに、いろんな、



- 97 -

江田島の火災とかというのは、竹原市が影響なかったら応援に行くというのは当然なので

すけど、私が言っているのは、能登地震の教訓からも、広い範囲で、いろんなところで

町、市が災害が起こっているという面から見たら、まずそこの地元で対応するのがやらな

くてはいけないという面では、もっとちょっと、整備指針があるわけですから、そこに１

人でも２人でも近づける努力をしていただきたいなということにしておきたいと思いま

す。

いいです。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

あと、もう少しと人事があるのですが、１０分間休憩します。ちょっと長くなったの

で。３５分から再開します。

休憩します。

午後３時２５分 休憩

午後３時３３分 再開

委員長（今田佳男君） 再開をいたします。

２０３ページ、常備消防が来ましたので、２０３ページの消防団報酬等に要する経費に

ついて質疑のある方お願いいたします。

なし。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） 次に行きます。

２番、消防団運営に要する経費について質疑のある方お願いいたします。

下垣内委員。

委員（下垣内和春君） 消防団運営に要する経費の１７番の消防用備品でございますが、

本年度より２５０万円程度増加している。そこの事業内容と事業効果についてお伺いしま

す。

委員長（今田佳男君） 危機管理課長。

危機管理課長（岡元紀行君） 消防用備品のうち、来年度の予算でございますが、１，７

５３万６，０００円ということで、本年度よりも約２５０万円ほど増額をしているところ

でございます。

その内訳といたしまして、消防用備品といたしまして、例年、消防団の車両、小型ポン

プ積載車でございますが、こちらの計画的な更新を行っているものでございます。来年度
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につきましても２台の更新を予定しているところでございますが、車両の価格が若干高騰

したというところで、見積りベースで約１０％上昇したというところが一部影響がしてい

るところでございます。

あわせまして、消防団の団員の装備品につきましても予算をつけているところでござい

まして、この中身といたしましては、消火活動等に必要となります消防ホースの購入であ

りますとか、本年度更新をいたしましたが、消防団員の活動服が、新たな団員等が入った

場合の対応ということで追加の購入を考えています。

なお、消防ホース等につきましては、本年度の火災の中で、河川の水位が低い中での自

然水利を取る場面がございましたが、河川の水位が低かったという状況があり、十分な水

が確保できなかったというような状況がありました。そういったことに鑑みまして、多

少、今、吸管といいますか、ホースの先に竹の籠のような、プラスチック素材でございま

すが、そういったものをつけていますが、それを平べったくして、少し水位が低くても水

が取れるような、そういったものに更新をしていくように、初年度はちょっと考えていま

す。

気象状況がいろいろと変わってきていまして、雨も少ない、河川の水位が取れない状況

も発生されますので、そういった新たな装備品が出ていますので、そういったものにも少

しずつ更新をしていきながら対応をしていきたいと思っていますので、消防団員がフルに

活動できるような状況を少しでも手助けしていきたいというふうに考えていますので、よ

ろしくお願いいたします。

委員長（今田佳男君） 下垣内委員。

委員（下垣内和春君） 毎年継続的に消防団活動に対して装備品を増やしていただき、こ

れについては大変うれしく思っていますが、今の吸管のほうのもの、あれは何個ぐらい買

う予定なのか。

委員長（今田佳男君） 危機管理課長。

危機管理課長（岡元紀行君） 現在、２６台、第６分団を入れて２７台の消防団の車両が

ありますが、計画的に購入をしていきたいと考えていますので、当面、今年度は、１０台

といいますか、１０個といいますか、そういうものを計画をしています。当然、今後、車

両等の購入等に当たりまして執行残等が出ましたら、その分上乗せといいますか、少しで

も充実させられるような備品を購入させていただきたいというふうに考えています。

以上です。
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委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次に参ります。

次は、２０５ページ、真ん中辺の１番、消防施設整備に要する経費について質疑のある

方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、１つ飛ばして、２の水防・防災対策に要する経費について

質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） 下へ下がって３番、地域防災ネットワーク推進事業に要する経

費、これは次の２０７ページまでまたがります。地域防災ネットワーク推進事業に要する

経費について質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） それでは、次は２４７ページになります。

よろしいですか。

これは２つあります。地方債償還に要する経費、あとそれから地方債償還に要する経費

と２つありますが、この２つについて質疑のある方お願いいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、次は２４９ページになります。

予備費について質疑のある方お願いいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） それでは、順序表の４ページ、５ページになりますが、人事管理

に要する経費、これは一括でまいりますので、人事管理に要する経費について質疑のある

方お願いいたします。

松本委員。

委員（松本 進君） 予算資料で１９ページに職員数と、その次のページに職員の残業時
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間等の資料をつくっていただいています。それと、あと予算書の２５１ページに、総括と

して職員数の数が、前年度、今年度の比較が２５１ページ等々に載っていまして、ここを

見ると、例えば職員では去年と比べて４人増になっているとか、会計年度職員も一定の増

というような数値があります。

それで、お尋ねしたいことは、この２１ページの予算資料では、毎年残業時間を出して

いただいているのですが、要するに今年度、２０２３年度に比べて新年度は、こういった

増えているような数値もあるのですけれども、現実問題としては、残業時間がこれだけ解

消できているよという労働条件の改善があれば、ちょっとそこを教えてほしいと。

委員長（今田佳男君） 総務課長。

総務課長（品部義朗君） 時間外勤務の御質問でございますけれども、確かに、委員会資

料の２０ページにつきましては、令和５年度の４月から１月分までの数値を出させていた

だいていますけれども、一応、時間外の勤務につきましては、松本委員から以前から指摘

をされているところでございますけれども、時間外勤務が多くなりますと、職員の心身に

大きなストレス、メンタルヘルスにつながるということもございまして、これまでもいろ

んな取組をさせていただいているところでございますけれども、時間外を削減するという

のは、ワーク・ライフ・バランス、そういうところを踏まえますと重要な部分になります

ので、これまでも、時間外勤務の多い部署への聞き取りとか、あるいは事業が平準化する

ように、あるいは職員の配置、会計年度等を含めた配置を行いながら、職員が１人で業務

が集中しないような取組をこれまでもさせていただいていますけども、来年度に向けて

も、そのような同様の取組を行っていく中で時間外勤務の削減に取り組んでいきたいとい

うふうに考えています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） 松本委員。

委員（松本 進君） ちょっと分かりにくい説明なのですけども。この２０ページです

か、各課の残業時間を出させてもらって、一番下のところは、最大で、この４月から１月

で５２２時間というようなもので、これは１０か月あったら平均的には出てくるのですけ

れども、平均ですから、ここで分かればちょっと分かりやすく教えてほしいのですけれど

も、２０２３年度でもいいのですけれども、残業時間の中で、月に４５時間とか、それが

何人ぐらいいるか。それで、私が常々言っているのは、過労死の人も前にいたので、それ

は残業が８時間超の人が過労死で、これは即刻なくさないといけないといいますか、そう
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いったことを指摘しました。ですから、今分かればですけども、月に４５時間を超えるよ

うな人は何人ぐらいいるのか、それが月に８０時間の人はどれくらいなのか、分かればち

ょっと教えていただきたい。

委員長（今田佳男君） 総務課長。

総務課長（品部義朗君） 月に８０時間の働いている職員、月４５時間勤務している職員

は何人かという御質問でございますけれども、一応この１０か月間の中でいきますと、月

８０時間を超えている職員につきましては４名、月４５時間を超えている職員につきまし

ては２７名でございます。

以上です。

委員長（今田佳男君） 松本委員。

委員（松本 進君） そういった、特に８０時間というのはちょっと、残業がですから、

ですからそれは本当大変な状況だなというのがあって、そこは具体的に、人の配置という

のですか、これは緊急にもやって、それをなくすというのは対応が取れなかったのだろう

か。それで、恒常的に増えている、ずっと業務として、その課が特定に増えていてという

ところは、今度、恒常的人の配置をすれば削減できるというのが一般的なのですけど、そ

この考え方、８０時間というのは、予測しなかったと、おかしいですが、当初予算よりは

業務量が何らかの事情で急激に増えたということで、その対応が起こった。しかし、それ

は、本来なら、解消するために人の配置とかというのが必要なのですけど、そこは対応で

きなかったのかどうか、そこは聞いておきたいと思います。

委員長（今田佳男君） 総務課長。

総務課長（品部義朗君） 月８０時間超の勤務のことについてでございますけれども、一

応、今年度でいきますと、８０時間を超えた職員のところを見ますと、ちょうど一時的に

業務が集中していたというところでございますので、実際に４名いらっしゃるということ

を先ほど説明させていただきましたけれども、全体の回数でいくと４名で４回ということ

でございますので、１人、１か月、その月がちょうど業務量が集中したということでござ

いますので、そしてそのあたりにつきましては、先ほども説明させていただきましたよう

に、会計年度等の配置、そういうことを踏まえて対応させていただいています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） いいですか。

松本委員。
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委員（松本 進君） ぜひ、過労死の８０時間の早急に打開策と、４５時間の人もいます

から、ぜひ解決の対応を取っていただきたい。

委員長（今田佳男君） それでは次に、農業委員会に移ります。

農業委員会の歳入予算審査順序表によりますと、２９ページの耕作証明手数料、３９ペ

ージの農業委員会補助金、４９ページの農業者年金基金業務委託料、３件が該当します。

質疑のある方お願いいたします。

よろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） それでは、歳出に参ります。

１４９ページになります。

農業委員会、委員活動に要する経費、一般事務に要する経費、２つになります。質疑の

ある方お願いいたします。

下垣内委員。

委員（下垣内和春君） 農業委員会の活動に要する経費ですが、７４２万９，０００円と

いうことで次年度はやられると思うのですが、農業委員会の業務としては、どうしても地

域の農業委員さんや地域の推進委員さんによって農地の集積とか農地の保全ということを

しっかりとやられていると思いますが、令和６年度はどのような取組をされるのかについ

てお伺いします。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） 農業委員会の活動でございますけども、現在、

国の農業といたしまして、それぞれの地域で、農地をどのように使っていくかということ

で、地域計画というものをつくるようなことになっています。農業委員、また農業推進委

員については、この地域計画において、ここの農地をどういうふうに使うかという取りま

とめで、今地域に農業委員会事務局と出向いていろいろ話合いをしていただいているとこ

ろでございます。

農地転用許可という本来業務に併せて、この農地集積という、農地利用計画という部分

について、６年度については一緒に取り組んでいきたいと思っています。

以上でございます。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかございますか。
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堀越委員。

委員（堀越賢二君） 農業委員報酬についてお伺いします。

これは、予算でなくて、ほかのところでも農業委員についての自分の考えは申しさせて

いただいたことがありますが、先日、農業従事者の方から、今回の予算の中でも、ふるさ

と納税で竹原のイチジクが原材料になったものというのが、八天堂さんのジャムであった

りとか、そういうこともありました。八天堂さんがこのジャムを竹原のイチジクを使った

というのは、何か積極的にアプローチをしてということでなくて、奇跡が重なった部分も

あるというようなことも聞きました。

そういうような情報は、常に農業に従事をされている方、農業に関係性のある方で様々

なそういう情報が得られる人、こういう方に対して、そういう方が農業委員になるべきで

あろうというふうに私は強く思います。なので、様々な事務的なこととか、農地転用、い

ろんなことがありますけれども、農業をしっかりと、もうける商売といいますか、それが

お金になるようなことをやっていくといったら情報収集しかないと思うので、その情報収

集をしっかりやっていくためにも農業委員さんのほうには、報酬があるわけですからしっ

かりと業務をしていただきたいと思いますが、その予算については、言えばもっと高くて

もいいと思います。ただ、もう決まっていますのでこういうふうな報酬になっていますけ

ども、もらう限りはしっかりとした活動をしていただきたいというふうに思いますが、こ

の点についてはいかがでしょうか。

委員長（今田佳男君） 観光まちづくり担当部長。

観光まちづくり担当部長（國川昭治君） まず、先ほどのイチジクの例でございますが、

こちらについても、地元のイチジク農家の方が亡くなられて１年くらい放置されていたと

いう農地でございますけども、農業委員また農業推進委員、両者から、何とかやられる方

がいないかという相談をいただきまして、逆にイチジクを栽培したいということで、八天

堂さんとか、ほかの農家さんもあったので、皆さんにお声がけして、うまく八天堂さんが

手を挙げていただいたという形でつながったものでございます。

委員さんが言われますように、農業委員、推進委員がそういう情報をより多く市のほう

にいただきますと、市のほうでは、竹原で農業したい、こういうものをしたいという相談

をよく受けていますので、うまくマッチングできた事例かと思っています。

いうことで、今後においても、農業委員さんについては、昨年から若干また法律等が変

わって、今まで特に月に何日以上活動しないといけないとかという規定がそこまでなかっ
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たのですが、昨年度から、月に１２日程度はいろいろ情報を取ってくださいとか、農地を

見てくださいとか、そういった方向性も出ていますので、農業委員さん、推進委員も地域

に出ていただいて、そういう情報をより多く取っていただけるように市のほうからも働き

かけしてまいりたいと思います。よろしくお願いします。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

ほかよろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、農業委員は終わりまして、公共用地先行取得事業特別会計

に参ります。

３５２、３５３ページになります。

歳入歳出で一括審査をしてまいります。質疑のある方は挙手にてお願いいたします。

なしでよろしいですか。よろしいですね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） 総務部長、終わりますが。終わりになりますよ、今の。説明。

総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） 吉田委員のほうから庁舎移転の関係がございまして、ちょ

っと説明不足の面がございまして、私がちょっと勘違いしていた面もございますし。

資料といたしましては、令和５年２月６日の全員協議会のときに説明した内容で、吉田

委員がおっしゃるように６６％のことも、そこの２月６日の全員協議会の中で話が出てい

まして、井上課長が申し上げたところは、緊防債の充当率の話でなくて、緊防債に対する

助成率の話ということでございますので……。

委員長（今田佳男君） 部長、ちょっと待って。

総務企画部長（平田康宏君） そのことをまた説明させていただきますので。

委員長（今田佳男君） 休憩しましょうか。

では、休憩します。

午後３時５４分 休憩

午後３時５６分 再開

委員長（今田佳男君） では、再開します。

総務企画部長。

総務企画部長（平田康宏君） すみません。大変貴重な時間を空費いたしまして、恐れ入
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ります。申し訳ございません。

今お配りしていますのは、先ほど申し上げましたが、昨年の２月６日の全員協議会にお

きまして、庁舎移転に係る取組状況についてということで御説明を申し上げました。

一番最後のページに概算事業費等についてということで御説明を申し上げました。

（２）の概算事業費と財源内訳ということでございまして、この当初見込みというのは

令和３年３月に見込んだものでございます。その下の今回見込みというのが令和５年２月

の見込みということでございます。

概算事業費におきまして、当時の概算事業費が２０億円ということでございます。その

中で緊急防災・減災事業債の対象となりますものが１２億円ということで、これが６０％

ということでございます。

その６０％でございまして、１２億円に対しまして、一番右の交付税措置額、緊防債掛

け７０％というものがございますが、こちらが８．４億円ということでございます。

２０億円に対しまして、１２億円の緊急防災・減災事業債ということでございまして、

そちらが８．４億円ということでございまして、必要な一般財源総額といたしましては、

そちらにございますように、必要な一般財源総額１１．６億円ということでございます。

今回見込みの令和５年２月を見ていただきますと、概算事業費、工事費３４億円、その

他といたしまして４．２億円ということでございまして、合計が３８．２億円ということ

でございます。このうち緊急防災・減災事業債の対象となりますのが、起債額にございま

すように２９．１億円ということでございまして、これを割り戻しますと７６％というこ

とでございました。

それで、説明の際に担当課長が申し上げましたのは一番右側の交付税措置額ということ

でございまして、その交付税措置額を見ますと２０．４億円ということでございますの

で、全体の事業費３８．２億円に占める割合としましては５３％ということでございます

ので、その説明を申し上げたということでございまして、大変ちょっと説明が不足してい

まして申し訳ございませんでした。令和５年２月の全員協議会で説明させていただきまし

たものでございまして、吉田委員がおっしゃるとおりの率というのがございまして、私も

ちょっと終わった後にいろいろ考えていまして、２月６日の全協以降にこの説明はしてい

ませんので、これに基づいて予算を措置していますので、繰り返しになりますが、令和５

年２月６日の資料に基づくものが今回のそれぞれ予算の積算となっていますので、御理解

いただきたいと思います。申し訳ございませんでした。
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委員長（今田佳男君） 吉田委員。

委員（吉田 基君） ずらっと説明を受けて、ちょっと考えて、内訳がどうしてこうなっ

たのかという、これは私は必要だと思うのよね。いろいろな委員さんがいて、人とは考え

方が違うかも分からないが、こういうふうに議会に対して一定の整理されたものをいつも

出さないといけない。これでも、どうしてこうなったのかというのを、多分みんな分かっ

ていないと思うよ。それは一応分かるのよ。だから、問題ないのだという。だから、ちょ

っと時間が、私なりに聞きながら、別にこういう席で。自分が納得すればいいのだから。

なるほど、いや、もういいのよと。そして、納得した上で、進めていってもらいたいとい

う。これはどの委員さんも同じよね。今後は、誤解を招くような、そういう対応ではいけ

ないと思うよ。いつも、前もって前もって、いろいろな資料を提示して、協力してもらう

ようにしていかないと、その点は。今日はもう疲れ切ってるのよ、４時までずっと人の話

を聞いたら。あなた達もそうだろう。だから、ちょっとゆっくり考えさせてください。ま

た、お聞きします。

委員長（今田佳男君） よろしいですか。

よろしいですね。質疑、よろしいですね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） よろしいですか。締めます。

以上で総務企画部の個別審査を終了いたします。

次回は、３月４日月曜日１０時から市民福祉部の個別審査を行います。

ここで御相談なのですが、項目に漏れがないようにということで今回歳入についてずっ

と追いかけたのですが、ちょっと時間もかかりましたので、市民福祉部の歳入について

は、皆さんに見てきていただいて、５枚ぐらいあるのですけども、その中で質疑をしてい

ただくという、一括質疑というふうに変えたいと思います。それでお願いしたいと思いま

すが、よろしいですね。

だから、市民福祉部はもう仕分の個別を１個ずついきませんので、確認してください。

よろしいですね。よろしいですね。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

委員長（今田佳男君） では、終わりますよ。

以上で第２回予算特別委員会を終了いたします。

御苦労さまでした。
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午後４時０３分 散会


